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右頁始まり　（表 2）
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「
わ
あ
！
素
敵
」「
か
わ
い
い
！
」
―
―
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の

机
上
に
は
フ
ェ
ル
ト
の
装
飾
や
絵
本
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
用
の
キ
ッ
ト
類
が
置
か
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
絵

本
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
取
材
前
に
セ
ッ
ト

し
て
く
れ
た
も
の
だ
。
マ
ス
ク
は
し
て
い
て
も
、ス
タ
ッ

フ
さ
ん
が
笑
顔
な
の
が
わ
か
る
。
見
知
っ
た
間
柄
で
も
、

取
材
と
な
る
と
最
初
は
緊
張
す
る
も
の
だ
が
、
温
か
い

空
間
に
包
ま
れ
、
こ
ち
ら
も
自
然
と
ほ
ほ
笑
ん
で
い
た
。

絵
本
を
飾
り
、
舞
台
を
整
え
る
こ
と
で
、

特
別
な
空
間
を
つ
く
り
あ
げ
る

　

絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、
全
国
の
子
ど
も
病
院
や
小

児
病
棟
に
長
期
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家

族
に
向
け
、 

絵
本
を
展
示
し
た
空
間
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
体
験
を
届
け
て
い
る
。
体
験
型
の
も
の
は
、

ミ
ニ
絵
本
づ
く
り
と
音
楽
療
法
士
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
だ
。

　

病
気
の
治
療
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
ぶ
・

遊
ぶ
な
ど
実
際
の
体
験
を
積
む
こ
と
は
難
し
い
。「
絵
本

は
体
験
を
補
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
の
世
界
の
扉
と
な

り
得
る
と
考
え
た
の
が
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

医
療
機
関
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
絵
本

カ
ー
ニ
バ
ル
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
」
と
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
地
で
も
同

様
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
で
１
５
０

回
以
上
、
開
催
し
て
き
た
そ
う
だ
。

　

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
は
、
資
料
を
掲
げ
な
が
ら
、
活

動
の
様
子
を
紙
芝
居
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
る
。

「
展
示
空
間
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
す
。
ど
ん
な
場
で
も

絵
本
を
飾
り
、
舞
台
を
整
え
る
こ
と
で
、
多
世
代
・

多
様
な
人
が
交
流
で
き
る
場
へ
と
空
間
ご
と
つ
く

り
か
え
て
い
ま
す
」

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、

絵
本
は
よ
り
良
い
影
響
を
も
た
ら
す

　

絵
本
展
示
を
す
る
本
棚
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
も

の
を
持
ち
込
む
。
空
間
や
対
象
に
合
わ
せ
て
幅
や

段
数
を
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
か
ら
だ
。
壁
な
ど
に
装

飾
す
る
フ
ェ
ル
ト
の
ク
ラ
フ
ト
も
、
サ
イ
ズ
の
異

な
る
も
の
が
数
種
、
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ニ
絵

このコーナーでは、毎回一つの
団体を取材し、活動内容やそこ
で活動するボランティアさんの
生の声をお届けします。

どんな場所でも絵本カーニバルにかかればこんな素敵な空間になる。まるで魔法のよう！
写真提供＝NPO法人絵本カーニバル

スタッフがフェルトで制作しているテーマサイン。

活動内容について伺う。紙芝居を観ているようで楽しい。

ミニ絵本キットづくり
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本
づ
く
り
は
、両
手
が
使
い
づ
ら
い
子
ど
も
の
た
め
に
、

片
手
で
も
シ
ー
ル
が
は
が
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
施
し
て

あ
る
。

　

小
児
病
棟
に
は
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
年
齢
層
が
幅

広
い
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
子
ど
も
が
入
院
し
て
い
る
。

絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を

考
え
て
本
を
選
ぶ
。「
絵
本
は
感
性
を
育
む
も
の
。
子

ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
医
療
従
事
者
の
方
々

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

病
院
関
係
者
の
感
想
を
読
む
と
、“
期
待
〟
だ
け
で

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
病
院
が
病
院
じ
ゃ
な
い
世
界

に
な
る
」「
別
の
病
棟
か
ら
足
を
運
ぶ
先
生
も
い
ま
し

た
」「
化
学
療
法
で
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
ど
う
し
て
も
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
口
内

炎
が
出
来
た
り
し
て
、
食
べ
れ
な
い
っ
て
い
う
状
態
に

も
な
る
の
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
時
に
、
親
御
さ
ん
は

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
『
た
べ
る
も
の
』
の
テ
レ
ビ
や

本
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す

が
、
逆
に
、
食
べ
る
絵
本
を
持
っ
て
い
く
と
『
わ
ー
お

い
し
そ
ー
！
』
と
、
子
ど
も
た
ち
が
ほ
ん
と
う
に
食
べ

た
つ
も
り
に
な
っ
て
読
む
の
で
、
絵
本
の
中
で
想

像
し
て
楽
し
め
る
、
す
て
き
な
も
の
だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。」（
ア
ン
ケ
ー
ト
原
文
マ
マ
）

ど
ん
な
状
況
で
も
で
き
る
こ
と
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、 

多
く
の
医
療
施
設
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。
そ
う
し
た

中
、
子
ど
も
た
ち
と
の
直
接
的
な
接
触
を
伴
わ
ず

に
開
催
で
き
る
絵
本
展
示
活
動
に
対
す
る
要
望
は

高
い
と
い
う
。
対
面
で
行
う
ミ
ニ
絵
本
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
現
在
で
き
な
い
が
、
１
人
分

ず
つ
個
包
装
し
た
キ
ッ
ト
を
病
院
に
届
け
て
い
る
。

　

絵
本
展
示
や
キ
ッ
ト
の
依
頼
は
多
く
、
楽
し
み

に
待
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
。「
活
動
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
き
、支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
の
不
安
が
収
ま
り
、
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」（
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

NPO 法人 絵本カーニバル
〒 114-0024　東京都北区西ヶ原 1-20-16

ミニ絵本づくりのワークショップは人気のプログラムだ。
写真提供＝NPO法人絵本カーニバル

たくさんの本の中から好きな本を選ぶことができる。「どれがいいかな」という声が
聞こえてきそう。写真提供＝NPO法人絵本カーニバル

取材前にセットしていただいたミニ絵本のキット、装飾のフェルト、
絵本。見るだけでワクワクがこみ上げる。
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編集部が体験してみました！

テープやのりを使わずに絵本のページをつくる
ために、台紙に切り込みを入れます。どんなし

くみかは…体験者のみぞ知る！

完成のイメージ。見本に正確につくる子もい
れば、アレンジして楽しむ子もいるそう。手
づくりミニ絵本は、年齢や病状により選べる
よう、いくつか種類が用意されています。

スタッフさんに教えていただきながら、
台紙を組み合わせ、表紙をつけます。

5
2

3

まずは、手づくりミニ絵本
のつくり方を確認。

1
キットに入れるシールをそろえます。

4

つくったキットを一部、いただきました！
6
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NO.370  2021 年

2月号

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。
思い立ったがボラ日　NPO 法人 絵本カーニバル／ミニ絵本キットづくり1

つぶやきブレイク　vol.17　「妖」とともに生きる24

いいもの みぃ～つけた！　vol.29　NPO 法人 杉並いずみ
　　　　　　　　　　　　　　 　手焼きのおせんべいと、手作りアクセサリー

26

2021 年版 市民活動用語のキソチシキ　その２　 語り部／日本語ボランティア／フェミニズム23

▶▶▶ https://www.facebook.com/tvac.network/
●取材のこぼれ話や、次号に向けて進行中の記事についてリアルタイムでご報告します！
●過去に掲載した団体の情報や、本誌に関連する東京ボランティア・市民活動センターのお知らせなどを発信します！
●お気に入りやブックマークに登録してご利用ください！

『ネットワーク』の公式Facebookページあります！

ぜひご利用
ください！

東日本大震災～それぞれの 10年

Voice from 3.11　みなさんの声を、お聞かせください
◇ �3.11 から 10年　私たちの思いと願い

9

インタビュー 　東日本大震災から地域へ　みんなでつくる日野の防災プロジェクト
　　　　　　  荒川社協と区民が体験した震災復興 10 年
　　　　　　  　～今できることをともに模索して～

13

寄稿 “ 震災10 年” を考える
　　　―ボランティア・市民活動の課題をめぐって―
◇渡戸一郎　明星大学名誉教授

6

2020 年のできごと　ボランティア・NPO・市民活動をめぐる動き19

TVAC News　vol.9　  シンポジウム「コロナ禍とボランティア・市民活動
　　　　　　　　　　 ～これまで と これから～」を開催

21
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2011年３月11日―あれから10年が経とうとしている。 
被災された人、ボランティア活動をした人など、各々にとって、
どのような10年だったのだろう。何が変わり、何が生まれ、
何が置き去りにされたのか――。
本誌では、震災後１年、３年、５年と特集を組んで、ボランティ
ア・市民活動を取材し、被災地に暮らす人びとの声に耳を傾
けた。また、2014～2016年にかけて、都内に避難している方々
が立ち上げた団体を訪れ、連載で活動紹介をしてきた。
今号では、改めて東日本大震災を見つめる。震災１年の特集
で執筆いただいた渡戸一郎さんの寄稿、“ 一人ひとりのことば ”
から大切なことを紡ぎ出す「Voice from 3.11」、都内２つの
社会福祉協議会の職員へのインタビューを通して、各人が自
らの経験や想いを、どう次の世代に伝え、身近な地域の減災・
防災に生かそうとしているのか、共有したい。

特集
東日本大震災～それぞれの10年

ネットワーク  2021/2 5
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

■

阪
神
・淡
路
大
震
災
か
ら 

東
日
本
大
震
災
へ

阪
神
・
淡
路
大
震
災（
１
９
９
５

年
１
月
17
日
）か
ら
26
年
、そ
し

て
東
日
本
大
震
災（
２
０
１
１
年

３
月
11
日
）か
ら
10
年
を
迎
え
る
。

前
者
の
内
陸
型
地
震（
Ｍ
７
・
３
）

は
、主
に
高
齢
化
す
る
大
都
市
密

集
市
街
地
を
襲
い
、建
物
の
倒
壊

と
大
規
模
火
災
で
多
く
の
人
び
と

が
亡
く
な
っ
た
。
一
方
、後
者
の

海
溝
型
地
震（
Ｍ
９
・
０
）は
大
津

波
を
と
も
な
っ
て
、
高
齢
化
・
人

口
減
少
の
す
す
む
過
疎
町
村
と
地

方
都
市
の
広
大
な
エ
リ
ア
を
襲
っ

た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
前
者

で
６
４
３
４
名
と
３
名
、後
者
で

１
９
７
２
９
名
と
２
５
５
９
名
に

及
び（
復
興
庁「
復
興
の
現
状
と

課
題
」２
０
２
１
年
１
月
）、と
く

に
後
者
で
は
高
齢
者
に
犠
牲
者
の

割
合
が
高
か
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
、

津
波
被
災
地
で
は
土
地
整
備
に
よ
る「
ぴ

か
ぴ
か
の
市
街
地
」が
ほ
ぼ
完
成
し
た
も

の
の
、人
口
は
震
災
前
に
比
べ
大
き
く
減

少
し
た
。
他
方
、原
発
被
災
地
で
は
、除
染

作
業
が
済
ん
で
も
放
射
能
汚
染
の
残
存
な

ど
の
た
め
に
、未
だ
帰
還
で
き
な
い
人
び

と
が
多
数
い
る
。

こ
の
間
わ
た
し
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
の
神
戸
市
長
田
で
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち

と
被
災
者
支
援
活
動
に
参
加
し
、東
日
本

大
震
災
で
は
、
学
生
た
ち
と
春
・
夏
を
中

心
に
福
島
県
い
わ
き
市
に
通
っ
て
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
だ
*1
。
さ
ら
に
首
都
圏

で
も
巨
大
地
震
発
生
が
想
定
さ
れ
る
な

か
、
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー（
以
下
、「
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
」と
略
す
）の

「
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」や
、日

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の「
み
ん
な
で
つ

く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど

に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
き
た
。（
13
ペ
ー

ジ
参
照
）

■

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、避

難
所
で
の
炊
き
出
し
、支
援
物
資
の
分
配

な
ど
、１
年
間
に
１
３
７
万
人
以
上
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」と
呼
ば
れ
た（
発
災
後
５
年
余

り
で
は
２
１
６
万
人
余
り
）。
被
災
地
支

援
の
市
民
団
体
が
叢
生
し
、１
９
９
８
年

の
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法（
い
わ
ゆ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）成
立
へ
の
大
き
な
流
れ
と
な

る（
同
年
、「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン

タ
ー
」は
、災
害
支
援
を
含
む
総
合
的
な

中
間
支
援
組
織
の「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」に
再
編
さ
れ
た
）。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
も
課
題
と
な
っ
た
。

２
０
０
４
年
の
中
越
地
震
、２
０
０
７
年

の
能
登
半
島
地
震
・
中
越
沖
地
震
な
ど
で

も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆

け
つ
け
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
定

着
す
る
と
と
も
に
、社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
、社
協
）が
開
設
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

“
震
災
10
年
”を
考
え
る

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て

―

渡
戸
一
郎 

（
明
星
大
学
名
誉
教
授
）

寄稿
東日本大震災後のいわき市で 
活動する福祉系のボランティア
団体「みんふく」の事務所前で、
スタッフと明星大のボランティ
ア学生たち。
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の〈
遊
動
化
の
ド
ラ
イ

ブ
〉や
、「
た
っ
た
一
人
を
大
切
に
」「
最
後

の
一
人
ま
で
」と
い
う
、〈
生
の
固
有
性
〉

に
も
と
づ
く
被
災
者
支
援
の
視
点
だ
っ 

た
*4
。
こ
こ
か
ら
は「
誰
も
取
り
残
さ
な

い
」と
い
う
、国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）に
つ
な
が
る
支
援
の
思

想
が
見
出
せ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も
繰

り
返
し「
支
援
」の
思
想
が
問
わ
れ
、〈
支

援
す
る
╱
さ
れ
る
〉の
互
換
性
だ
け
で
な

く
、重
層
的
な〈
支
え
合
い
〉の
土
台
と
な

る〈
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
〉の
今
日
的
な
あ
り

方
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、協
議

会
方
式
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」と
と
も

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
よ
る

「
市
民
社
会
づ
く
り
」が
課
題
と
な
っ
た
。

他
方
、東
日
本
大
震
災
で
は〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
般
化
と
標
準
化
〉*5
の
進
展
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
を
包
括
す
る
民
間
団
体
の
動
き
に
対

応
し
て
、「
新
し
い
公
共
」政
策
の
も
と
、

内
閣
府
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
が

設
け
ら
れ
た（
後
に
復
興
庁
に
吸
収
）。
だ

が
、結
果
的
に
は
、両
災
害
と
も
巨
額
の

復
興
予
算
に
よ
る
ハ
ー
ド
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
が
主
軸
と
な
る
。
区
画
整
理
、土
地

嵩
上
げ
な
ど
工
事
の
長
期
化
は
、被
災
地

の
人
口
減
少
を
加
速
し
、地
域
社
会
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
た
と
は
言
え
な
い
し
、

避
難
所
→
仮
設
住
宅
→
復
興
住
宅
へ
の
移

転
プ
ロ
セ
ス
は
各
段
階
で
分
断
さ
れ
た
か

ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」に
困
難
が

生
じ
た
。
さ
ら
に
避
難
生
活
が
長
期
化
す

る
原
発
避
難
者
の
な
か
に
は
、支
援
の
打

ち
切
り
の
な
か
で「
ふ
る
さ
と
」に
戻
れ

な
い
人
も
多
い
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。
深
ま
る
格

差
社
会
化
は
見
え
に
く
い
か
た
ち
で
非
正

規
就
労
者
、母
子
世
帯
、若
者
、独
居
高
齢

者
、移
住
労
働
者
、難
民
申
請
者
な
ど
の

孤
立
を
深
め
て
い
る
。
だ
が
政
府
の
政
策

は
、人
び
と
の
命
よ
り
も
経
済
に
重
点
が

あ
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
ウ
ィ
ズ
・

コ
ロ
ナ
か
、ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
か
、そ
れ
と
も

ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
か
は
と
も
か
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
は
、
接
触
回

避
に
留
意
し
つ
つ
、交
流
や
支
援
の
活
動

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、そ
し
て
活

動
の
拠
っ
て
立
つ「
支
援
」の
思
想
が
あ

ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
。＊

１	

渡
戸
一
郎「
震
災
を
経
て
、い
ま
感
じ
て

い
る
こ
と
。」『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』３
１
７

号
、２
０
１
２
年
。
同「
東
日
本
大
震

災
と
都
市
╱
地
域
社
会
学
の
課
題
」

『
明
星
大
学
社
会
学
研
究
紀
要
』34
号
、

２
０
１
４
年

＊
２	

渥
美
公
秀『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』弘

文
堂
、２
０
１
４
年

＊
３	

瀧
澤
利
行「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
と
感
染
症
予
防
」『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

３
６
７
号
、２
０
２
０
年
８
月

＊
４	

似
田
貝
香
門
編『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
社

会
を
変
え
る
―
支
え
合
い
の
実
践
知
』

関
西
看
護
出
版
、２
０
０
６
年

＊
５	

関
嘉
寛「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
市

民
の
力
と
復
興
」田
中
重
好
・
舩
橋
晴

俊
・
正
村
俊
之
編
著『
東
日
本
大
震
災
と

社
会
学
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、２
０
１
３

年

渡
戸
一
郎	（
わ
た
ど
・
い
ち
ろ
う
）

明
星
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
都
市
社
会
学
、
市
民

活
動
論
、
多
文
化
社
会
論
。
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、
日
野
市
社
協
理

事
、多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
（TEAM

-
Net

）
共
同
代
表
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

通
い
、
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
第
２
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
、
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
み
ん
な
で
つ
く
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
委
員
な
ど
を
務
め
た
。

な
く
、感
染
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、医
療
従

事
者
・
運
送
業
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー（
と
そ
の
家
族
）に
対
す
る
差
別
・

偏
見
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、コ
ロ

ナ
禍
で
の
死
者
は
関
連
死（
自
殺
等
）ま
で

含
め
、増
加
の
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

瀧
澤
利
行（
茨
城
大
学
教
育
学
部
教
授

／
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
専
門
員
）は
、今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
て
、「
他
者
と
と
も

に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
が
他
者
の
生

を
奪
い
か
ね
な
い
と
い
う
矛
盾
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
一
時
停
止
さ
せ

た
」。「
遠
隔
」と
い
う
新
し
い
文
化
は「
手

触
り
感
」の
あ
る
交
流
に
ほ
ど
遠
い
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
は
、
感
染
リ

ス
ク
を
ク
リ
ア
で
き
る
条
件
で
対
面
型
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
遠
隔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
用
い
つ
つ
、広
く
こ
う

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
絶
や
さ
な
い
こ
と

が
重
要
だ
、と
指
摘
す
る
*3
。

■

問
い
直
さ
れ
る
「支
援
」の
思
想

冷
戦
終
焉
後
、進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

資
本
主
義
の
も
と
で
新
自
由
主
義
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
強
ま
り
、格
差
社
会
化
が

深
ま
る
な
か
、「
自
己
責
任
」が
強
調
さ
れ

て
き
た
。
一
方
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
な
支
援
の
現
場（
黒
田
裕
子
・

村
井
雅
清
た
ち
に
よ
る
）か
ら
見
出
さ
れ

た
の
は
、「
な
ん
で
も
あ
り
や
」と
い
う
災

ア
セ
ン
タ
ー
の
制
度
化
も
す
す
む
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
と
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
延
べ

１
５
４
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
た（
た
だ
し
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、

社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

介
さ
な
い
活
動
も
多
い
）。
大
都
市
圏
か

ら
遠
く
か
つ
広
大
な
被
災
地
で
は
、発
災

当
初
、被
災
し
た
地
元
社
協
な
ど
が
態
勢

づ
く
り
に
手
間
取
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
抑
制
し
た

の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
渥

美
公
秀（
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
20
年
を
振
り
返
り
、マ
ニ
ュ
ア
ル
盲

従
と
現
場
へ
の
想
像
力
の
欠
如
が
生
む

「
秩
序
化
の
ド
ラ
イ
ブ
」で
は
な
く
、目
の

前
の
被
災
者
を
中
心
に
考
え
、臨
機
応
変

に
対
応
す
る
こ
と
を
促
す「
遊
動
化
の
ド

ラ
イ
ブ
」の
重
要
性
を
訴
え
た
*2
。
他
方

で
、企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
る
と
同
時
に
、「
プ
ロ
ボ
ノ
」

（
専
門
性
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）や

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
活
動
／
運
動
が

定
着
し
て
い
く
。

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
２
０
１
１
年
４
～
６
月
、

東
京
都
と
連
携
し
て「
被
災
地
支
援
都
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

１
０
０
０
人
余
り
の
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
バ
ス
で
被
災
地
に
出
向
き
、が
れ
き
撤

去
、ヘ
ド
ロ
掻
き
、避
難
所
で
の
炊
き
出

し
、足
湯
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、被
災
３

県
か
ら
の
県
外
避
難
者（
広
域
避
難
者
）の

う
ち
都
内
避
難
者
の
支
援
を
続
け
て
い
る

が
、
原
発
避
難
者
の
避
難
の
長
期
化
は
、

避
難
者
の
姿
を
ま
す
ま
す
見
え
に
く
く
し
、

支
援
の
難
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

地
震
や
風
水
害
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、「
き

ず
な
」や「
つ
な
が
り
」の
重
要
性
が
叫
ば

れ
、「
復
興
」の
あ
り
よ
う
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
追
求
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
災
害
の

「
記
憶
」を
風
化
さ
せ
ず
、い
か
に
受
け
継

ぎ
、そ
の
教
訓
を
活
か
し
て
い
く
か
と
い

う
課
題
に
取
り
組
む
若
い
世
代
の
活
動
も

各
地
に
生
ま
れ
て
い
る
。

■

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
へ

“
災
害
多
発
時
代
”を
迎
え
る
な
か
、昨

年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）の
世
界
的
な
大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）が
止
ま
ら
な
い
。
人
か

ら
人
へ
の
こ
の
感
染
症
は
、防
疫
上
、「
３

密
」回
避
な
ど
対
人
距
離
の
確
保（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
）が
一
人
ひ

と
り
に
求
め
ら
れ
る
た
め
、新
自
由
主
義

的
な「
自
己
責
任
」が
問
わ
れ
や
す
い
。
ま

た
、こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害
と
同
じ
く
、

こ
の
災
害
も
社
会
的
に
脆
弱
な
人
び
と
を

さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
追
い
込
む
だ
け
で

阪神・淡路大震災の1年後、
明星大で行ったミニシンポジウムの様子。
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の〈
遊
動
化
の
ド
ラ
イ

ブ
〉や
、「
た
っ
た
一
人
を
大
切
に
」「
最
後

の
一
人
ま
で
」と
い
う
、〈
生
の
固
有
性
〉

に
も
と
づ
く
被
災
者
支
援
の
視
点
だ
っ 

た
*4
。
こ
こ
か
ら
は「
誰
も
取
り
残
さ
な

い
」と
い
う
、国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）に
つ
な
が
る
支
援
の
思

想
が
見
出
せ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も
繰

り
返
し「
支
援
」の
思
想
が
問
わ
れ
、〈
支

援
す
る
╱
さ
れ
る
〉の
互
換
性
だ
け
で
な

く
、重
層
的
な〈
支
え
合
い
〉の
土
台
と
な

る〈
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
〉の
今
日
的
な
あ
り

方
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、協
議

会
方
式
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」と
と
も

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
よ
る

「
市
民
社
会
づ
く
り
」が
課
題
と
な
っ
た
。

他
方
、東
日
本
大
震
災
で
は〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
般
化
と
標
準
化
〉*5
の
進
展
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
を
包
括
す
る
民
間
団
体
の
動
き
に
対

応
し
て
、「
新
し
い
公
共
」政
策
の
も
と
、

内
閣
府
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
が

設
け
ら
れ
た（
後
に
復
興
庁
に
吸
収
）。
だ

が
、結
果
的
に
は
、両
災
害
と
も
巨
額
の

復
興
予
算
に
よ
る
ハ
ー
ド
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
が
主
軸
と
な
る
。
区
画
整
理
、土
地

嵩
上
げ
な
ど
工
事
の
長
期
化
は
、被
災
地

の
人
口
減
少
を
加
速
し
、地
域
社
会
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
た
と
は
言
え
な
い
し
、

避
難
所
→
仮
設
住
宅
→
復
興
住
宅
へ
の
移

転
プ
ロ
セ
ス
は
各
段
階
で
分
断
さ
れ
た
か

ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」に
困
難
が

生
じ
た
。
さ
ら
に
避
難
生
活
が
長
期
化
す

る
原
発
避
難
者
の
な
か
に
は
、支
援
の
打

ち
切
り
の
な
か
で「
ふ
る
さ
と
」に
戻
れ

な
い
人
も
多
い
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。
深
ま
る
格

差
社
会
化
は
見
え
に
く
い
か
た
ち
で
非
正

規
就
労
者
、母
子
世
帯
、若
者
、独
居
高
齢

者
、移
住
労
働
者
、難
民
申
請
者
な
ど
の

孤
立
を
深
め
て
い
る
。
だ
が
政
府
の
政
策

は
、人
び
と
の
命
よ
り
も
経
済
に
重
点
が

あ
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
ウ
ィ
ズ
・

コ
ロ
ナ
か
、ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
か
、そ
れ
と
も

ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
か
は
と
も
か
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
は
、
接
触
回

避
に
留
意
し
つ
つ
、交
流
や
支
援
の
活
動

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、そ
し
て
活

動
の
拠
っ
て
立
つ「
支
援
」の
思
想
が
あ

ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
。＊

１	

渡
戸
一
郎「
震
災
を
経
て
、い
ま
感
じ
て

い
る
こ
と
。」『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』３
１
７

号
、２
０
１
２
年
。
同「
東
日
本
大
震

災
と
都
市
╱
地
域
社
会
学
の
課
題
」

『
明
星
大
学
社
会
学
研
究
紀
要
』34
号
、

２
０
１
４
年

＊
２	

渥
美
公
秀『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』弘

文
堂
、２
０
１
４
年

＊
３	

瀧
澤
利
行「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
と
感
染
症
予
防
」『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

３
６
７
号
、２
０
２
０
年
８
月

＊
４	

似
田
貝
香
門
編『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
社

会
を
変
え
る
―
支
え
合
い
の
実
践
知
』

関
西
看
護
出
版
、２
０
０
６
年

＊
５	

関
嘉
寛「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
市

民
の
力
と
復
興
」田
中
重
好
・
舩
橋
晴

俊
・
正
村
俊
之
編
著『
東
日
本
大
震
災
と

社
会
学
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、２
０
１
３

年

渡
戸
一
郎	（
わ
た
ど
・
い
ち
ろ
う
）

明
星
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
都
市
社
会
学
、
市
民

活
動
論
、
多
文
化
社
会
論
。
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、
日
野
市
社
協
理

事
、多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
（TEAM

-
Net

）
共
同
代
表
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

通
い
、
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
第
２
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
、
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
み
ん
な
で
つ
く
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
委
員
な
ど
を
務
め
た
。

な
く
、感
染
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、医
療
従

事
者
・
運
送
業
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー（
と
そ
の
家
族
）に
対
す
る
差
別
・

偏
見
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、コ
ロ

ナ
禍
で
の
死
者
は
関
連
死（
自
殺
等
）ま
で

含
め
、増
加
の
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

瀧
澤
利
行（
茨
城
大
学
教
育
学
部
教
授

／
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
専
門
員
）は
、今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
て
、「
他
者
と
と
も

に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
が
他
者
の
生

を
奪
い
か
ね
な
い
と
い
う
矛
盾
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
一
時
停
止
さ
せ

た
」。「
遠
隔
」と
い
う
新
し
い
文
化
は「
手

触
り
感
」の
あ
る
交
流
に
ほ
ど
遠
い
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
は
、
感
染
リ

ス
ク
を
ク
リ
ア
で
き
る
条
件
で
対
面
型
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
遠
隔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
用
い
つ
つ
、広
く
こ
う

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
絶
や
さ
な
い
こ
と

が
重
要
だ
、と
指
摘
す
る
*3
。

■

問
い
直
さ
れ
る
「支
援
」の
思
想

冷
戦
終
焉
後
、進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

資
本
主
義
の
も
と
で
新
自
由
主
義
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
強
ま
り
、格
差
社
会
化
が

深
ま
る
な
か
、「
自
己
責
任
」が
強
調
さ
れ

て
き
た
。
一
方
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
な
支
援
の
現
場（
黒
田
裕
子
・

村
井
雅
清
た
ち
に
よ
る
）か
ら
見
出
さ
れ

た
の
は
、「
な
ん
で
も
あ
り
や
」と
い
う
災

ア
セ
ン
タ
ー
の
制
度
化
も
す
す
む
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
と
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
延
べ

１
５
４
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
た（
た
だ
し
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、

社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

介
さ
な
い
活
動
も
多
い
）。
大
都
市
圏
か

ら
遠
く
か
つ
広
大
な
被
災
地
で
は
、発
災

当
初
、被
災
し
た
地
元
社
協
な
ど
が
態
勢

づ
く
り
に
手
間
取
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
抑
制
し
た

の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
渥

美
公
秀（
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
20
年
を
振
り
返
り
、マ
ニ
ュ
ア
ル
盲

従
と
現
場
へ
の
想
像
力
の
欠
如
が
生
む

「
秩
序
化
の
ド
ラ
イ
ブ
」で
は
な
く
、目
の

前
の
被
災
者
を
中
心
に
考
え
、臨
機
応
変

に
対
応
す
る
こ
と
を
促
す「
遊
動
化
の
ド

ラ
イ
ブ
」の
重
要
性
を
訴
え
た
*2
。
他
方

で
、企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
る
と
同
時
に
、「
プ
ロ
ボ
ノ
」

（
専
門
性
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）や

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
活
動
／
運
動
が

定
着
し
て
い
く
。

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
２
０
１
１
年
４
～
６
月
、

東
京
都
と
連
携
し
て「
被
災
地
支
援
都
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

１
０
０
０
人
余
り
の
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
バ
ス
で
被
災
地
に
出
向
き
、が
れ
き
撤

去
、ヘ
ド
ロ
掻
き
、避
難
所
で
の
炊
き
出

し
、足
湯
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、被
災
３

県
か
ら
の
県
外
避
難
者（
広
域
避
難
者
）の

う
ち
都
内
避
難
者
の
支
援
を
続
け
て
い
る

が
、
原
発
避
難
者
の
避
難
の
長
期
化
は
、

避
難
者
の
姿
を
ま
す
ま
す
見
え
に
く
く
し
、

支
援
の
難
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

地
震
や
風
水
害
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、「
き

ず
な
」や「
つ
な
が
り
」の
重
要
性
が
叫
ば

れ
、「
復
興
」の
あ
り
よ
う
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
追
求
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
災
害
の

「
記
憶
」を
風
化
さ
せ
ず
、い
か
に
受
け
継

ぎ
、そ
の
教
訓
を
活
か
し
て
い
く
か
と
い

う
課
題
に
取
り
組
む
若
い
世
代
の
活
動
も

各
地
に
生
ま
れ
て
い
る
。

■

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
へ

“
災
害
多
発
時
代
”を
迎
え
る
な
か
、昨

年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）の
世
界
的
な
大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）が
止
ま
ら
な
い
。
人
か

ら
人
へ
の
こ
の
感
染
症
は
、防
疫
上
、「
３

密
」回
避
な
ど
対
人
距
離
の
確
保（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
）が
一
人
ひ

と
り
に
求
め
ら
れ
る
た
め
、新
自
由
主
義

的
な「
自
己
責
任
」が
問
わ
れ
や
す
い
。
ま

た
、こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害
と
同
じ
く
、

こ
の
災
害
も
社
会
的
に
脆
弱
な
人
び
と
を

さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
追
い
込
む
だ
け
で

阪神・淡路大震災の1年後、
明星大で行ったミニシンポジウムの様子。
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

牛の歩みのようにゆっくり着実に

Katie（20代女性）

震災当時の住まい： 福島県双葉郡大熊町

2011年、私は大学に入学する直前の18歳でした。発災直前に購入した新生活の家

財道具一式は結局使わないまま、避難区域にあった家とともに最近処分されました。

10年という歳月は短いのか長いのか、よくわかりません。ただこの10年に良くも悪くも

色んなことがあったのは間違いありません。一番嬉しかったことは、結婚したこと。放

射能を理由にフラれたこともありましたが、今は最高の伴侶と幸せな生活ができています。

一番悔しいことは日本の原発に対する姿勢が変わっていないこと。未だにあの事故の意味はなんだったのか、考えて

しまうことがあります。

震災は人生において「ただのひとつの点」でありながら、今後の生活にもずっと「面」で、大きな影響を及ぼして行くん

だろうと思います。昔はその影響にひたすら泣いて怒ってばかりでした。今の私は未来のためにも日々の生活を編んで

いくことに集中したいと思っています。

当時を耐え忍んだ、そしていまも乗り越えようと頑張っている人たちにエールと祈りを。今日も生きていてくれて、ありがとう。

独り言

20代男性

震災当時の住まい：宮城県宮城郡七ヶ浜町

現在の住まい：宮城県宮城郡七ヶ浜町

10年前、私はまだ10歳で、起きた事の大きさは理解していなかった。しかし、家や

当時大事にしていた物、遊び場、失くした物が多く喪失感を抱いていた。

そんな中、避難所での生活が始まり様 な々大人を見た。寝ている子供を押し退けて、自分が横になる大人や、昼間は

避難所でみんな食べる物がないのを分かっているのに、自宅から持って来たご飯を見せびらかすように食べ、夜は自

宅に帰る大人、そんな姿を私は毎日見て大人への不信感を持っていました。

これらの、ネガティブな気持ちを忘れさせてくれたのが、全国から来たボランティアの方含め支援してくれた方達です。

毎日、仕事の合間に遊びや勉強に付き合ってくれるだけでなく、遊び場がなかった私たちに駄菓子屋を作り、居場所

を提供してくれました。

この時から、私に夢ができました。

ボランティアの方が、私にしてくれた事を私も子供たちにしてあげたい。

どのような形で実現できるか分からないですが、私に優しさと夢をくれた、ボランティアの方達に感謝しきれません。

東日本大震災から10年。被災者、避難者、そしてその方たちを支える支援者は、今なにを思っているのか。その声を集

め、社会に広く伝え、未来へとつなげていきたい。そんな思いで、Voice from 3.11は企画されました。東日本大震災で

つながった23団体が実行委員として企画・運営をしています。

ここでは、Voice from 3.11のホームページに寄せられたいくつかの声を紹介します。また、宮城県七ヶ浜とオンライ

ンでつないだ「つながりの集いin七ヶ浜」のレポートもお届けします。

※ホームページ原文ママ。一部、振り仮名、読点などの加筆あり。

「子どもたちが暮らし続けたいと思えるふるさとを目指して」

中村一郎（三陸鉄道㈱）（60代男性）

震災当時の住まい：岩手県釜石市

現在の住まい：岩手県宮古市

10年前の3月11日、県職員だった私は、釜石市で勤務しており、海に近いホテルに車で向かっていた。激しい揺れが

収まった後、ホテルに到着、予定していたセミナーの関係者に避難するように伝え、私も庁舎に戻るため、公用車に乗っ

た。

しかし、避難する人たちの車で道路が渋滞し、なかなか進まない。裏道を通り、何とか渋滞を抜けることができた。渋

滞でそこに留まっていれば、津波に巻き込まれた可能性が高いと、後から言われた。人の生死を分ける境目は紙一重

だと改めて思った。

今朝、挨拶した人と、もう会えなくなる。昨日まで続いていた日常が、突然無くなってしまう。

もし、最後だと分かっていたなら…。そう考えると、今日会うすべての人、すべてのものが掛け替えのない、愛しいものに

感じられる。

10年が経過し、順調に復興している方とそうでない方の差がはっきり見えてきている。

「復興」に終わりはない。災害公営住宅、道路、防潮堤などのハードの復興事業はほぼ完了した。だが、被災者のこ

ころの復興やなりわいの復興には、息の長い取組が必要だ。

子どもたちが、大人になっても暮らし続けたいと思えるような、そんな「ふるさと」をみんなでつくっていきたい。
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

牛の歩みのようにゆっくり着実に

Katie（20代女性）

震災当時の住まい： 福島県双葉郡大熊町

2011年、私は大学に入学する直前の18歳でした。発災直前に購入した新生活の家

財道具一式は結局使わないまま、避難区域にあった家とともに最近処分されました。

10年という歳月は短いのか長いのか、よくわかりません。ただこの10年に良くも悪くも

色んなことがあったのは間違いありません。一番嬉しかったことは、結婚したこと。放

射能を理由にフラれたこともありましたが、今は最高の伴侶と幸せな生活ができています。

一番悔しいことは日本の原発に対する姿勢が変わっていないこと。未だにあの事故の意味はなんだったのか、考えて
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当時を耐え忍んだ、そしていまも乗り越えようと頑張っている人たちにエールと祈りを。今日も生きていてくれて、ありがとう。

独り言
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震災当時の住まい：宮城県宮城郡七ヶ浜町

現在の住まい：宮城県宮城郡七ヶ浜町

10年前、私はまだ10歳で、起きた事の大きさは理解していなかった。しかし、家や

当時大事にしていた物、遊び場、失くした物が多く喪失感を抱いていた。

そんな中、避難所での生活が始まり様 な々大人を見た。寝ている子供を押し退けて、自分が横になる大人や、昼間は

避難所でみんな食べる物がないのを分かっているのに、自宅から持って来たご飯を見せびらかすように食べ、夜は自

宅に帰る大人、そんな姿を私は毎日見て大人への不信感を持っていました。

これらの、ネガティブな気持ちを忘れさせてくれたのが、全国から来たボランティアの方含め支援してくれた方達です。

毎日、仕事の合間に遊びや勉強に付き合ってくれるだけでなく、遊び場がなかった私たちに駄菓子屋を作り、居場所
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「子どもたちが暮らし続けたいと思えるふるさとを目指して」

中村一郎（三陸鉄道㈱）（60代男性）

震災当時の住まい：岩手県釜石市

現在の住まい：岩手県宮古市

10年前の3月11日、県職員だった私は、釜石市で勤務しており、海に近いホテルに車で向かっていた。激しい揺れが
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子どもたちが、大人になっても暮らし続けたいと思えるような、そんな「ふるさと」をみんなでつくっていきたい。
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

Voice from 3.11には、ほかにもさまざまなことばが寄せられています。
ぜひhttps://voicefrom311.net/をご覧ください！

つながりの集いin釜石／陸前高田（岩手県）を開催します！

釜石や陸前高田を助けてくださった皆さん、見守ってくれた皆さん、応援してくれた皆さんへ。3.11から釜石／
陸前高田を振り返り、「皆さんへの感謝の気持ち」と「いまの釜石／陸前高田」をお伝えしたいです。
そして、「これからのつながり」を、紡ぎ直したいと思っています。皆さんのご参加を、心よりお待ちしております。画
面越しでお会いしましょう!!

※両地域とも参加形態はZoomによるオンライン

〈釜石〉 2021年3月6日（土）18：00～19：30

●申込み：下記または左記二次元コードよりお申し込みください。
https://forms.gle/mXKRSU1pdYCNwGHi7
●企画・運営：Voice from 3.11つながりの集いin釜石 実行委員会

〈陸前高田〉 2021年3月7日（日）17：00～20：00

●申込み：下記または左記二次元コードよりお申し込みください。
https://forms.gle/YcdfRRFbxP4n5Y6x6
●企画・運営：Voice from 3.11つながりの集いin陸前高田 実行委員会

つながりの集いin七ヶ浜（宮城県）　～2021年1月11日　

宮城県七ヶ浜町の住民とボランティアをオンラインでつなぎ、再会し
ました。
つどいのメインは、現地の人と当時のボランティアなど関係者による
リレーメッセージ。
NPO 法人レスキューストックヤードの活動拠点であり、地域の人たち
との交流の場、きずな館サロン。避難所にいる高齢者の野菜不足
を補うために漬物を届ける、たべさいんプロジェクト。野菜は愛知県安城市の人たちが提供しました。被災した家
の土台を表札にした仮設住宅・表札プロジェクトは、石川県の高校生がアイデアを出し、名古屋造形大学の先生
と学生が関わりました。仮設店舗「七の市商店街」チームやきずな工房、愛知県や東京でミュージカル公演を行った
NaNa5931「ゴーへ」チーム、つぶやきを拾って次の支援につなげていった足湯チームからも町民やボランティアがコ
メントを寄せました。
このつどいには、愛知県、石川県、山口県、大分県など日本各地のほか、海外からも参加がありました。参加者は、
画面越しに手を振り合い、満面の笑顔でしたが、話しながら涙する人たちもいました。就職したり、子どもができたり、
亡くなったりと、10年の月日をそれぞれがかみしめながら、震災を忘れないこと、語り継ぐことを確認し合いました。
時間を大幅にオーバーするほどの盛り上がりの中、幕を閉じました。

花火のチカラ！それぞれの想いを大切に、同じ空を見上げて…。

中野 圭（中野えびす丸）（30代男性）

震災当時の住まい：東京都

現在の住まい：岩手県大船渡市

2011年8月11日から、地元の花火大会を実施してきた。当時は、楽しいことなんか何もなかった。東北はもちろんだが、

全国でも様 な々イベントが自粛。幼いころ、夏になると花火が上がるのが当たり前で、その当たり前すらなくなったら、

いまの子ども達が可哀相だと思った。2011年4月そう思いながら動き始めたら、同じように思う人たちがいて「10年やる！」

と決めてスタートした。昨年はコロナ禍で開催を迷ったが、越喜来(おきらい)への想い、岩手への想いをSNSで投

稿してくれたり、オンライン配信で楽しんでくれた人が大勢いて、泣きそうになった。花火があがるとみんな空を見上げ

る。見ている人たちの想いはそれぞれで、亡くなった家族を想ったり、鎮魂を願ったり、綺麗だな～と思ったり。でも、み

んな見ている方向は同じで、みんなで見上げる。花火が何かを話すわけではないけど、花火から伝わってくるメッセー

ジがそれぞれの心にうまれる。それが花火のチカラだと思う。

3.11というその日に、震災に関して考えるというのはまだできない。当時の津波の映像を見ると不快な気持ちになる。そ

の日に向き合うというより、日常でいたいと思っている。今年もただの一日を。

あれから10年…変わった思い、変わらぬ思い 「避難時から移住、嫌がらせ、支援、助け合い、絆」

木幡四郎（70代男性）

震災当時の住まい：福島県浪江町

現在の住まい：東京都町田市

故郷から点 と々避難所を廻りガソリンもなく高速道路は閉鎖し大渋滞、8カ所目で住宅提供戴き少しは落ち着きましたが、

住み慣れたふるさとを一瞬にして追われ悲しみに思いを馳せることもなく新たな環境で戸惑いながらの生活、いわき

ナンバーは悪戯され学校ではいじめがあり登校拒否が多く考えさせられました。とにかく想定外の様 な々苦難を強い

られ慣れない地域での避難生活でストレスがたまり…。

避難者同士の助け合い、地元協力等で避難者の会を作り地元団体とそば打ち教室等を開催。

子供は直ぐ解けこみ大人は方言も恥ずかしがらず会話し笑い声に張が出、自主サロンでは避難者同士の絆が出来、

心豊かな癒しを戴きました。関東一圓の避難者で集まれた大イベント、関係者の皆様に感謝致します。

まだまだ避難者の中にはふるさとに戻るか、放射能線量、交通機関、専門医、住まい近くのスーパーが無い生活に心

配が募るばかりです。

帰れないことを心配するよりも、今の生活を大切に明るく楽しく過ごし、輪が広がりお友達が沢山出来、前進しております。

この出来事「東日本大震災、福島第一原発事故」を風化させないよう伝えていけたらよいと思います。

支援団体の懸命な努力に支えられ感謝しております。
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た
中
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災
の
知
識

を
身
に
つ
け
る「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ

バ
ン
」を
行
っ
た
り
、社
協
で
防
災
講
座

の
開
催
は
し
て
い
ま
し
た
。
社
協
の
動
き

で
い
う
と
、震
災
の
発
災
後
に
福
島
県
相

馬
市
と
い
わ
き
市
に
職
員
派
遣
と
し
て
応

援
に
入
り
、同
年
の
夏
に
宮
城
県
気
仙
沼

市
大
島
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
行

い
ま
し
た
。
大
島
に
赴
い
た
理
由
は
、日

野
市
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
か
ら
、知

り
合
い
の
い
る
大
島
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受

け
支
援
し
た
い
と
い
う
ご
相
談
が
あ
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
物
資
を
届
け
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、そ
の
ご
縁
で
市
民
を

募
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
し
ま
し
た
。

大
島
は
離
島
と
い
う
こ
と
も
あ
り
外
部

か
ら
の
支
援
が
少
な
か
っ
た
な
か
、地
元

住
民
が
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
活
動

先
へ
の
同
行
を
住
民
自
ら
が
行
う
な
ど
、

住
民
同
士
が
助
け
合
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
が
立
ち
上
が
る
こ
と
が
よ
り
早

い
復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
、そ
し
て
、そ

れ
は
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
が
あ
っ

て
こ
そ
と
い
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、一
緒
に
活
動
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
方
た
ち
と
、日
野
市
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

■

横
の
つ
な
が
り
と
過
程
を
大
切
に

大
島
で
の
経
験
か
ら
、２
０
１
２
年
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
地
域
へ

み
ん
な
で
つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宮
崎
雅
也

（左）イザ！ カエルキャラバンにて、
  毛布で担架をつくる保育園児。

（下）災害ボランティアセンター設置
  運営訓練の様子。
  写真提供=日野市社会福祉協議会

■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
・
防
災
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
及
び
実
施
の
３
つ
を
目
標
に
掲

げ
、地
域
防
災
計
画
の
提
言
書
を
市
に
提

出
し
た
り
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
に
聞
く
と
こ
ろ「
実
際
に
は
、マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
な
が
ら
な
ん
て
運
営
が
で
き
な

い
」と
の
こ
と
で
す
が
、私
た
ち
は
、作
成

そ
の
も
の
よ
り
も
過
程
を
重
視
し
ま
し
た
。

つ
く
る
過
程
で
、人
と
人
が
顔
見
知
り
に

な
っ
た
り
、つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
が

な
に
よ
り
大
切
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

２
０
１
４
年
、さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し「
み
ん
な
で
つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
ま

ず
行
っ
た
の
は
、
自
治
会
・
自
主
防
災
組

織
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
。
そ
し
て
、翌

年
に
は「
日
野
市
民
で
つ
く
る
防
災
・
減

災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の

み
で
取
り
組
み
ま
し
た
が
、徐
々
に
市
民

自
ら
が
企
画
し
、実
行
し
て
い
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
へ
と
移
行
し
、現
在
で
は
市
民
有

志
約
50
人
の
実
行
委
員
で
組
織
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
つ
く
る

過
程
で
、実
行
委
員
た
ち
は
普
段
か
ら
連

絡
が
と
れ
る
間
柄
に
な
り
、日
頃
の
地
域

で
の
活
動
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■

災
害
を
「自
分
事
」と
し
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
と
う

と
し
て
い
る
現
在
、
当
時
は
ま
だ
幼
少

だ
っ
た
り
、震
災
後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

も
い
る
の
で
、震
災
を
知
る
人
と
の
温
度

差
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
行
っ
た
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
は
、大
学
生
が
発
起
人
と
な
っ
た
催

し
で
す
が
、主
催
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー

は
被
災
経
験
の
あ
る
学
生
た
ち
で
し
た
。

現
在
の
学
生
の
意
識
は
、当
時
の
よ
う
な

意
識
と
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
現
状
を
受
け
止
め
つ
つ
も
、

地
域
の
大
学
で
は
防
災
・
減
災
イ
ベ
ン
ト

を
続
け
、経
験
を
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

現
在
、社
協
で
は
、市
内
の
学
校
・
自
治

会
・
福
祉
施
設
等
を
対
象
に
、「
イ
ザ
！
カ

エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」や
Ｄ
Ｉ
Ｇ（
災
害

図
上
訓
練
）、Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
、「
防

災
・
減
災
は
地
域
の
普
段
か
ら
の
関
係
づ

く
り
が
大
切
」「
日
常
で
で
き
て
い
な
い
こ

と
は
災
害
時
に
は
で
き
な
い
」と
繰
り
返

し
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

東
日
本
大
震
災
は
じ
め
各
地
で
起
き
た
災

害
の
教
訓
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
多
く
の
犠
牲
を

払
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、地
域

の
方
と
共
に
語
り
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、人
が
集
ま
る
催
し
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

「
日
野
市
民
で
つ
く
る
防
災
・
減
災
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
行
う
こ
と
で
コ
ロ

ナ
禍
で
も
工
夫
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
止
め
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
そ
れ
ら
を
教
訓
に
、災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
も

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
、有
事
の
際
に

は
被
災
さ
れ
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
セ
ン
タ
ー
に
な
る

よ
う
に
仕
組
み
を
検
討
し
、市
内
の
各
種

団
体
や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
の
災
害
協
定
な
ど
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
野
市
は
、２
０
１
９
年
の
台
風
19
号

の
際
に
避
難
勧
告
が
出
て
、約
８
６
０
０

人
が
避
難
し
ま
し
た
。
加
え
て
、昨
年
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
り
、

感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
に
も

市
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
た
ち
の
こ
う
し
た
関
心
ご
と
や
感
じ

て
い
る
課
題
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、一
緒
に
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
が「
み
ん
な
で

つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
を
他
人
事
で
は
な
く
、「
自
分
事
」

と
し
て
ど
う
意
識
し
、
何
を
す
べ
き
か
。

そ
れ
を
み
ん
な
で
繰
り
返
し
考
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
故
荒
井
伸
也
さ
ん
が
よ
く

言
っ
て
い
た
言
葉
で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」。
防
災
・
減
災

活
動
は
こ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

日野市社会福祉協議会
http://www.hinosuke.org
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「
み
ん
な
で
つ
く
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
偶
然
に
も
同
時
期
に
大
島
の
支

援
に
学
生
と
共
に
活
動
を
し
て
い
た
中
央

大
学
の
中
澤
秀
雄
教
授
を
委
員
長
に
、多

様
な
人
や
団
体
に
声
を
か
け
、活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
も
と
も
と
社

協
と
お
付
き
合
い
が
あ
る
人
や
団
体
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、一
堂
に
会
す
る
と
い

う
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
ス
ム
ー

ズ
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
の
は
、東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
に
加
え
、日

野
市
は
地
形
的
に
土
砂
崩
れ
や
河
川
氾
濫

な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
が
あ
り
、も

と
も
と
防
災
へ
の
意
識
が
高
い
人
が
多

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
荒
井
伸
也
さ
ん

の
存
在
も
大
き
い
で
す
。
荒
井
さ
ん
は
、

震
災
前
か
ら
災
害
の
企
画
を
社
協
に
持
ち

込
み
、講
座
の
講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
志
半
ば
で
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち

上
げ
の
際
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
み
ん
な
で
つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、日
野
市
の
多
様
な
人
や

団
体
が
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

地
域
の
防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
市
民
活
動
団
体
、大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、外
国
人
支
援

団
体
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、障
害

者
支
援
施
設
、赤
十
字
奉
仕
団
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
、
校
長
会
、
自
治

会
、市
役
所
、市
民
な
ど
。
日
野
市
社
会
福

祉
協
議
会（
以
下
、社
協
）の
宮
崎
雅
也
さ

ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■

東
日
本
大
震
災
を
き
っか
け
に

「
み
ん
な
で
つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
立
ち
上
が
る
大
き
な
き
っ

か
け
は
、東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
そ
の

以
前
か
ら
、楽
し
み
な
が
ら
防
災
の
知
識

を
身
に
つ
け
る「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ

バ
ン
」を
行
っ
た
り
、社
協
で
防
災
講
座

の
開
催
は
し
て
い
ま
し
た
。
社
協
の
動
き

で
い
う
と
、震
災
の
発
災
後
に
福
島
県
相

馬
市
と
い
わ
き
市
に
職
員
派
遣
と
し
て
応

援
に
入
り
、同
年
の
夏
に
宮
城
県
気
仙
沼

市
大
島
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
行

い
ま
し
た
。
大
島
に
赴
い
た
理
由
は
、日

野
市
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
か
ら
、知

り
合
い
の
い
る
大
島
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受

け
支
援
し
た
い
と
い
う
ご
相
談
が
あ
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
物
資
を
届
け
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、そ
の
ご
縁
で
市
民
を

募
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
し
ま
し
た
。

大
島
は
離
島
と
い
う
こ
と
も
あ
り
外
部

か
ら
の
支
援
が
少
な
か
っ
た
な
か
、地
元

住
民
が
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
活
動

先
へ
の
同
行
を
住
民
自
ら
が
行
う
な
ど
、

住
民
同
士
が
助
け
合
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
が
立
ち
上
が
る
こ
と
が
よ
り
早

い
復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
、そ
し
て
、そ

れ
は
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
が
あ
っ

て
こ
そ
と
い
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、一
緒
に
活
動
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
方
た
ち
と
、日
野
市
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

■

横
の
つ
な
が
り
と
過
程
を
大
切
に

大
島
で
の
経
験
か
ら
、２
０
１
２
年
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
地
域
へ

み
ん
な
で
つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宮
崎
雅
也
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
・
防
災
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
及
び
実
施
の
３
つ
を
目
標
に
掲

げ
、地
域
防
災
計
画
の
提
言
書
を
市
に
提

出
し
た
り
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
に
聞
く
と
こ
ろ「
実
際
に
は
、マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
な
が
ら
な
ん
て
運
営
が
で
き
な

い
」と
の
こ
と
で
す
が
、私
た
ち
は
、作
成

そ
の
も
の
よ
り
も
過
程
を
重
視
し
ま
し
た
。

つ
く
る
過
程
で
、人
と
人
が
顔
見
知
り
に

な
っ
た
り
、つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
が

な
に
よ
り
大
切
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

２
０
１
４
年
、さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し「
み
ん
な
で
つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
ま

ず
行
っ
た
の
は
、
自
治
会
・
自
主
防
災
組

織
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
。
そ
し
て
、翌

年
に
は「
日
野
市
民
で
つ
く
る
防
災
・
減

災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の

み
で
取
り
組
み
ま
し
た
が
、徐
々
に
市
民

自
ら
が
企
画
し
、実
行
し
て
い
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
へ
と
移
行
し
、現
在
で
は
市
民
有

志
約
50
人
の
実
行
委
員
で
組
織
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
つ
く
る

過
程
で
、実
行
委
員
た
ち
は
普
段
か
ら
連

絡
が
と
れ
る
間
柄
に
な
り
、日
頃
の
地
域

で
の
活
動
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■

災
害
を
「自
分
事
」と
し
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
と
う

と
し
て
い
る
現
在
、
当
時
は
ま
だ
幼
少

だ
っ
た
り
、震
災
後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

も
い
る
の
で
、震
災
を
知
る
人
と
の
温
度

差
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
行
っ
た
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
は
、大
学
生
が
発
起
人
と
な
っ
た
催

し
で
す
が
、主
催
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー

は
被
災
経
験
の
あ
る
学
生
た
ち
で
し
た
。

現
在
の
学
生
の
意
識
は
、当
時
の
よ
う
な

意
識
と
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
現
状
を
受
け
止
め
つ
つ
も
、

地
域
の
大
学
で
は
防
災
・
減
災
イ
ベ
ン
ト

を
続
け
、経
験
を
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

現
在
、社
協
で
は
、市
内
の
学
校
・
自
治

会
・
福
祉
施
設
等
を
対
象
に
、「
イ
ザ
！
カ

エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」や
Ｄ
Ｉ
Ｇ（
災
害

図
上
訓
練
）、Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
、「
防

災
・
減
災
は
地
域
の
普
段
か
ら
の
関
係
づ

く
り
が
大
切
」「
日
常
で
で
き
て
い
な
い
こ

と
は
災
害
時
に
は
で
き
な
い
」と
繰
り
返

し
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

東
日
本
大
震
災
は
じ
め
各
地
で
起
き
た
災

害
の
教
訓
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
多
く
の
犠
牲
を

払
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、地
域

の
方
と
共
に
語
り
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、人
が
集
ま
る
催
し
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

「
日
野
市
民
で
つ
く
る
防
災
・
減
災
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
行
う
こ
と
で
コ
ロ

ナ
禍
で
も
工
夫
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
止
め
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
そ
れ
ら
を
教
訓
に
、災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
も

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
、有
事
の
際
に

は
被
災
さ
れ
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
セ
ン
タ
ー
に
な
る

よ
う
に
仕
組
み
を
検
討
し
、市
内
の
各
種

団
体
や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
の
災
害
協
定
な
ど
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
野
市
は
、２
０
１
９
年
の
台
風
19
号

の
際
に
避
難
勧
告
が
出
て
、約
８
６
０
０

人
が
避
難
し
ま
し
た
。
加
え
て
、昨
年
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
り
、

感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
に
も

市
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
た
ち
の
こ
う
し
た
関
心
ご
と
や
感
じ

て
い
る
課
題
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、一
緒
に
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
が「
み
ん
な
で

つ
く
る
日
野
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
を
他
人
事
で
は
な
く
、「
自
分
事
」

と
し
て
ど
う
意
識
し
、
何
を
す
べ
き
か
。

そ
れ
を
み
ん
な
で
繰
り
返
し
考
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
故
荒
井
伸
也
さ
ん
が
よ
く

言
っ
て
い
た
言
葉
で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」。
防
災
・
減
災

活
動
は
こ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

日野市社会福祉協議会
http://www.hinosuke.org

「みんなでつくる日野の防災プロジェクト」の歩み
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●
支
援
か
ら
、お
互
い
さ
ま
の
関
係
に

変
わ
っ
た
２
年
目

復
興
に
向
け
て
国
や
県
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
か
、イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
暮
ら
し
を
支
え
る
事
業
は

予
算
化
さ
れ
る
が
、伝
統
芸
能
や
ス
ポ
ー

ツ
、文
化
活
動
に
は
お
金
が
ま
わ
ら
な
い

と
い
う
話
を
聞
き
、そ
こ
で
立
ち
上
げ
た

の
が
、﹁
釜
石
市
民＂
元
気
＂応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂で
し
た
。
私
た
ち
は
荒
川
か
ら
釜

石
に
行
く
た
び
に
、地
域
の
方
か
ら
お
話

を
聞
き
、現
地
を
見
て
歩
き
、ど
こ
に
支

援
が
届
い
て
い
な
い
の
か
を
釜
石
社
協
や

市
の
職
員
の
方
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ

う
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
５
つ
の
柱
で
す（
上
記
ポ
ス
タ
ー
参

照
）。
た
と
え
ば
、三
陸
の
沿
岸
地
域
に
は

虎と
ら
ま
い舞
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、釜
石
の
箱

崎
地
区
で
は
虎
舞
を
継
承
す
る
方
が
津
波

で
家
族
を
亡
く
さ
れ
て
も
う
虎
舞
は
で
き

な
い
と
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
聞
い
て
復
興
を
ぜ
ひ
お
手
伝
い
し
た

い
と
考
え
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
ひ

と
つ
に
す
え
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
被
災

さ
れ
た
方
の
想
い
に
直
接
ふ
れ
ら
れ
た
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
動
力
で
し
た
。

５
０
０
万
円
を
目
標
に
呼
び
か
け
た
募
金

に
は
、最
終
的
に
は
２
０
０
０
万
円
も
の

寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

釜
石
と
の
交
流
が
深
ま
る
な
か
、被
災

地
の
悩
み
や
過
酷
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
釜
石
市
内
で
は
津
波
の
被

害
を
受
け
た
海
沿
い
と
、被
害
の
な
か
っ

た
山
側
で
は
状
況
の
差
が
激
し
く
、同
じ

釜
石
市
民
同
士
で
も
今
ま
で
ど
お
り
に
話

せ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、

あ
る
い
は
釜
石
社
協
や
市
の
職
員
が
休
み

な
く
奮
闘
し
、な
か
に
は
１
年
以
上
自
宅

で
寝
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
話
な
ど
、直

接
的
な
被
害
以
外
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
目
の
当
た
り
に
し
、災
害
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
釜
石
の
復
興
支
援
に
は
、で

き
る
だ
け
多
く
の
職
員
に
か
か
わ
っ
て
ほ

し
か
っ
た
で
す
し
、地
域
の
皆
さ
ん
も
直

接
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
一
番
よ
い
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

●
今
も
続
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
交
流

３
年
目
に
な
る
頃
に
は
、組
織
や
団
体

と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が

釜
石
と
か
か
わ
り
を
持
ち
は
じ
め
、交
流

を
重
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
当
初
復
旧
を

支
援
し
た
唐と
う
に丹
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
訪
ね
る
と
、

資
金
不
足
の
た
め
に
砂
利
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と

転
が
っ
て
い
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
名
ば

か
り
の
状
態
で
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
方

た
ち
が
発
意
し
て﹁
唐
丹
グ
ラ
ウ
ン
ド
土

芝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂が
立
ち
上
が
り
、グ

（右）釜石市民�元気�応援プロジェクトのポスター。
（左上）釜石からボランティアの皆さんが荒川を訪問。

  区内のボランティアの皆さんと交流を深めた。
（左下）唐丹中学校の生徒たちは修学旅行で荒川に訪問した際、

  虎舞を披露（2015年）。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
ま
し
た
。

一
方
、
発
災
し
て
１
週
間
が
経
つ
頃
、

区
内
に
避
難
し
て
来
た
方
か
ら
の
相
談
が

荒
川
社
協
に
も
入
り
始
め
ま
し
た
。
当
初

は
把
握
が
難
し
か
っ
た
区
内
避
難
者
の
状

況
も
、区
と
協
議
し
て
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
り
、避
難
先
の
都
営
住
宅
で

懇
談
会
を
ひ
ら
い
た
り
、仕
事
が
み
つ
か

ら
な
い
、車
椅
子
や
自
転
車
が
欲
し
い
な

ど
の
個
別
の
相
談
に
で
き
る
限
り
対
応
し

ま
し
た
。
こ
の
時
も
地
域
の
協
力
に
た
び

た
び
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
な
る
と
、地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
、直
接
釜
石
に
行
き
た
い
と
い
う
声
が

あ
が
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
計
画
が

持
ち
上
が
り
ま
す
。
被
災
地
を
確
か
め
た

い
、
知
り
合
い
の
安
否
を
確
認
し
た
い
、

釜
石
市
民
と
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
な
ど
、

皆
さ
ん
の
想
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
ひ
ら
い
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
資
金
を
集
め
、現
地

に
行
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
し
、10
月

に
最
初
の
バ
ス
を
出
発
さ
せ
ま
し
た
。

荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
荒

川
社
協
）で
は
、東
日
本
大
震
災
の
発
災

直
後
か
ら
、岩
手
県
釜
石
市
の
復
興
支
援

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
震
災
か
ら
６
年

後
に
発
行
さ
れ
た『
岩
手
県
釜
石
市
復
興

支
援
か
ら
交
流
へ
の
足
跡
　
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
活
動
記
録
誌
』は
、の
べ

70
余
名
が
執
筆
し
、１
６
８
頁
に
も
及
び

ま
す
。
未
曾
有
の
自
然
災
害
か
ら
立
ち
な

お
ろ
う
と
す
る
釜
石
市
民
と
、彼
ら
を
支

え
続
け
た
荒
川
区
民
が
と
も
に
め
ざ
し
た

復
興
へ
の
活
動
が
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。
釜
石
の
復
興
支

援
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
、荒
川
社
協
の

浅
野
芳
明
さ
ん
に
、当
時
を
ふ
り
か
え
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
発
災
後
、ど
の
よ
う
な
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か

●
街
頭
募
金
、物
資
送
付
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス 

怒
涛
の
よ
う
に
過
ぎ
た
１
年
目

３
月
11
日
の
発
災
を
受
け
て
、最
初
に

動
き
出
し
た
の
は
街
頭
で
の
募
金
活
動
で

し
た
。
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
や
ろ
う
と
声
が
あ
が
り
、

３
月
18
日
に
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

募
金
活
動
は
、東
京
荒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
や
小
中
学
校
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
が
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
荒
川
区（
以
下
、区
）が
岩
手

県
釜
石
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、ま
も
な
く
釜
石

市
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、釜
石
社
協
）

と
直
接
や
り
と
り
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

今
度
は
生
活
物
資
を
送
り
ま
し
た
。
釜
石

社
協
を
通
じ
て
リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
物

資
を
、地
域
に
呼
び
か
け
て
集
め
、現
地

に
送
る
と
い
う
活
動
で
し
た
が
、予
想
以

上
に
反
響
が
あ
り
、必
要
な
も
の
を
必
要

な
数
だ
け
、タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

４
月
６
日
に
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
お

も
ち
ゃ
図
書
館
の
活
動
仲
間
を
訪
ね
、４

月
19
日
に
は
釜
石
市
に
初
め
て
出
向
き
ま

し
た
。
そ
の
時
か
ら
月
に
１
～
２
回
の
頻

度
で
行
き
来
し
、物
資
を
運
び
な
が
ら
現

地
の
情
報
を
収
集
し
、地
域
の
皆
さ
ん
と

荒
川
社
協
と
区
民
が
体
験
し
た
震
災
復
興
10
年

～
今
で
き
る
こ
と
を
と
も
に
模
索
し
て
～

荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会 

浅
野
芳
明

（右）必要な物資は時期により刻々と変わる。すぐ使えるよう仕分けして梱包。箱の外側に中味を貼紙した。
（左）釜石へスポーツ用具を贈るために小中学校でも募金活動が行われた。   写真提供＝荒川区社会福祉協議会
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

●
支
援
か
ら
、お
互
い
さ
ま
の
関
係
に

変
わ
っ
た
２
年
目

復
興
に
向
け
て
国
や
県
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
か
、イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
暮
ら
し
を
支
え
る
事
業
は

予
算
化
さ
れ
る
が
、伝
統
芸
能
や
ス
ポ
ー

ツ
、文
化
活
動
に
は
お
金
が
ま
わ
ら
な
い

と
い
う
話
を
聞
き
、そ
こ
で
立
ち
上
げ
た

の
が
、﹁
釜
石
市
民＂
元
気
＂応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂で
し
た
。
私
た
ち
は
荒
川
か
ら
釜

石
に
行
く
た
び
に
、地
域
の
方
か
ら
お
話

を
聞
き
、現
地
を
見
て
歩
き
、ど
こ
に
支

援
が
届
い
て
い
な
い
の
か
を
釜
石
社
協
や

市
の
職
員
の
方
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ

う
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
５
つ
の
柱
で
す（
上
記
ポ
ス
タ
ー
参

照
）。
た
と
え
ば
、三
陸
の
沿
岸
地
域
に
は

虎と
ら
ま
い舞

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、釜
石
の
箱

崎
地
区
で
は
虎
舞
を
継
承
す
る
方
が
津
波

で
家
族
を
亡
く
さ
れ
て
も
う
虎
舞
は
で
き

な
い
と
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
聞
い
て
復
興
を
ぜ
ひ
お
手
伝
い
し
た

い
と
考
え
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
の
ひ

と
つ
に
す
え
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
被
災

さ
れ
た
方
の
想
い
に
直
接
ふ
れ
ら
れ
た
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
動
力
で
し
た
。

５
０
０
万
円
を
目
標
に
呼
び
か
け
た
募
金

に
は
、最
終
的
に
は
２
０
０
０
万
円
も
の

寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

釜
石
と
の
交
流
が
深
ま
る
な
か
、被
災

地
の
悩
み
や
過
酷
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
釜
石
市
内
で
は
津
波
の
被

害
を
受
け
た
海
沿
い
と
、被
害
の
な
か
っ

た
山
側
で
は
状
況
の
差
が
激
し
く
、同
じ

釜
石
市
民
同
士
で
も
今
ま
で
ど
お
り
に
話

せ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、

あ
る
い
は
釜
石
社
協
や
市
の
職
員
が
休
み

な
く
奮
闘
し
、な
か
に
は
１
年
以
上
自
宅

で
寝
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
話
な
ど
、直

接
的
な
被
害
以
外
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
目
の
当
た
り
に
し
、災
害
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
釜
石
の
復
興
支
援
に
は
、で

き
る
だ
け
多
く
の
職
員
に
か
か
わ
っ
て
ほ

し
か
っ
た
で
す
し
、地
域
の
皆
さ
ん
も
直

接
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
一
番
よ
い
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

●
今
も
続
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
交
流

３
年
目
に
な
る
頃
に
は
、組
織
や
団
体

と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が

釜
石
と
か
か
わ
り
を
持
ち
は
じ
め
、交
流

を
重
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
当
初
復
旧
を

支
援
し
た
唐と
う
に丹

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
訪
ね
る
と
、

資
金
不
足
の
た
め
に
砂
利
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と

転
が
っ
て
い
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
名
ば

か
り
の
状
態
で
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
方

た
ち
が
発
意
し
て﹁
唐
丹
グ
ラ
ウ
ン
ド
土

芝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂が
立
ち
上
が
り
、グ

（右）釜石市民�元気�応援プロジェクトのポスター。
（左上）釜石からボランティアの皆さんが荒川を訪問。

  区内のボランティアの皆さんと交流を深めた。
（左下）唐丹中学校の生徒たちは修学旅行で荒川に訪問した際、

  虎舞を披露（2015年）。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
ま
し
た
。

一
方
、
発
災
し
て
１
週
間
が
経
つ
頃
、

区
内
に
避
難
し
て
来
た
方
か
ら
の
相
談
が

荒
川
社
協
に
も
入
り
始
め
ま
し
た
。
当
初

は
把
握
が
難
し
か
っ
た
区
内
避
難
者
の
状

況
も
、区
と
協
議
し
て
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
り
、避
難
先
の
都
営
住
宅
で

懇
談
会
を
ひ
ら
い
た
り
、仕
事
が
み
つ
か

ら
な
い
、車
椅
子
や
自
転
車
が
欲
し
い
な

ど
の
個
別
の
相
談
に
で
き
る
限
り
対
応
し

ま
し
た
。
こ
の
時
も
地
域
の
協
力
に
た
び

た
び
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
な
る
と
、地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
、直
接
釜
石
に
行
き
た
い
と
い
う
声
が

あ
が
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
計
画
が

持
ち
上
が
り
ま
す
。
被
災
地
を
確
か
め
た

い
、
知
り
合
い
の
安
否
を
確
認
し
た
い
、

釜
石
市
民
と
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
な
ど
、

皆
さ
ん
の
想
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
ひ
ら
い
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
資
金
を
集
め
、現
地

に
行
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
し
、10
月

に
最
初
の
バ
ス
を
出
発
さ
せ
ま
し
た
。

荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
荒

川
社
協
）で
は
、東
日
本
大
震
災
の
発
災

直
後
か
ら
、岩
手
県
釜
石
市
の
復
興
支
援

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
震
災
か
ら
６
年

後
に
発
行
さ
れ
た『
岩
手
県
釜
石
市
復
興

支
援
か
ら
交
流
へ
の
足
跡
　
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
活
動
記
録
誌
』は
、の
べ

70
余
名
が
執
筆
し
、１
６
８
頁
に
も
及
び

ま
す
。
未
曾
有
の
自
然
災
害
か
ら
立
ち
な

お
ろ
う
と
す
る
釜
石
市
民
と
、彼
ら
を
支

え
続
け
た
荒
川
区
民
が
と
も
に
め
ざ
し
た

復
興
へ
の
活
動
が
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。
釜
石
の
復
興
支

援
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
、荒
川
社
協
の

浅
野
芳
明
さ
ん
に
、当
時
を
ふ
り
か
え
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
発
災
後
、ど
の
よ
う
な
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か

●
街
頭
募
金
、物
資
送
付
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス 

怒
涛
の
よ
う
に
過
ぎ
た
１
年
目

３
月
11
日
の
発
災
を
受
け
て
、最
初
に

動
き
出
し
た
の
は
街
頭
で
の
募
金
活
動
で

し
た
。
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
や
ろ
う
と
声
が
あ
が
り
、

３
月
18
日
に
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

募
金
活
動
は
、東
京
荒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
や
小
中
学
校
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
が
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
荒
川
区（
以
下
、区
）が
岩
手

県
釜
石
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、ま
も
な
く
釜
石

市
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、釜
石
社
協
）

と
直
接
や
り
と
り
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

今
度
は
生
活
物
資
を
送
り
ま
し
た
。
釜
石

社
協
を
通
じ
て
リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
物

資
を
、地
域
に
呼
び
か
け
て
集
め
、現
地

に
送
る
と
い
う
活
動
で
し
た
が
、予
想
以

上
に
反
響
が
あ
り
、必
要
な
も
の
を
必
要

な
数
だ
け
、タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

４
月
６
日
に
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
お

も
ち
ゃ
図
書
館
の
活
動
仲
間
を
訪
ね
、４

月
19
日
に
は
釜
石
市
に
初
め
て
出
向
き
ま

し
た
。
そ
の
時
か
ら
月
に
１
～
２
回
の
頻

度
で
行
き
来
し
、物
資
を
運
び
な
が
ら
現

地
の
情
報
を
収
集
し
、地
域
の
皆
さ
ん
と

荒
川
社
協
と
区
民
が
体
験
し
た
震
災
復
興
10
年

～
今
で
き
る
こ
と
を
と
も
に
模
索
し
て
～

荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会 

浅
野
芳
明

（右）必要な物資は時期により刻々と変わる。すぐ使えるよう仕分けして梱包。箱の外側に中味を貼紙した。
（左）釜石へスポーツ用具を贈るために小中学校でも募金活動が行われた。   写真提供＝荒川区社会福祉協議会
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

石
で
の
経
験
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
実
感

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

―
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、あ
ら
た
め

て
、災
害
や
地
域
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
か

こ
の
10
年
、各
地
で
自
然
災
害
が
起
き

る
た
び
、い
か
に
日
本
は
自
然
災
害
が
多

い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、東
京
で
も
、荒

川
に
お
い
て
も
、災
害
が
起
こ
り
得
る
こ

と
を
リ
ア
ル
に
考
え
る
方
が
増
え
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
と
く
に
荒
川
は
木
造
家
屋

が
密
集
し
危
険
な
地
域
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、皆
さ
ん
の
防
災
へ
の
関
心
は

高
い
と
感
じ
ま
す
。

一
方
で
、震
災
後
に
荒
川
に
引
越
し
て

来
た
り
、
当
時
幼
か
っ
た
方
に
当
時
の

経
験
を
伝
え
、い
か
に
災
害
へ
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
か
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か

ら
の
課
題
で
し
ょ
う
。

現
在
、災
害
教
育
と
し
て
は
、区
の
防

災
課
と
一
緒
に﹁
あ
ら
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
﹂と

い
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、恒
例

の﹁
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
﹂に
は
子
育
て

世
代
も
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
区
内
の
高
校
に
協
力
し
、授
業
の

な
か
で
当
時
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
話

を
聞
く
機
会
を
つ
く
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

釜
石
社
協
と
は
、災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
結
び
ま
し
た（
２
０
１
８
年
）。
協
定

で
は
も
し
東
京
で
発
災
し
た
時
に
は
釜
石

社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
担
う
な
ど
、具

体
的
に
検
討
し
、定
期
的
に
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、つ
な

が
り
の
つ
く
り
方
も
変
え
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
で
も
逆
に
新
し
い
こ
と
を

試
す
よ
い
機
会
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、昨
秋
に
開
催
し
た
福
祉
ま
つ
り

は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
企
画
し
た﹁
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ 

荒
川
社
協
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂＊
に
は
好

き
な
時
間
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
か
ら
と
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
を
上
回
る
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
、そ
う
し
た
方
法
が
今
ま
で
に
な
い
別

の
層
の
方
と
つ
な
が
る
う
え
で
有
効
な
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

＊
現
在
は
掲
載
終
了
︒

収
束
の
み
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、

災
害
が
起
き
れ
ば
支
援
が
必
要
で
す
。
た

と
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
れ
ば
、今

ま
で
と
は
違
う
か
た
ち
の
支
援
も
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
々
、釜
石
や
福
島

県
い
わ
き
市
、都
内
社
協
、被
災
地
で
活

動
経
験
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
と
何
が

で
き
る
の
か
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
考
え
る

機
会
を
持
つ
予
定
で
す
。

つながりの集いin釜石

2021 年３月６日（土）18:00 ～ 19:30
Zoom によるオンライン開催
釜石と各地を結んで震災後 10 年をふりかえり
未来を語ります。 詳細は本誌 12 ページへ

岩手県釜石市復興支援から交流への足跡
東日本大震災被災地支援活動記録誌

当時を記録し今一度かかわった人たちと共有したいと編集
委員会を発足。活動に参加した荒川区民ほか釜石市民も執
筆。「記録誌は残部が少々あるので下記まで送料（切手 370
円分 /1 冊）をお送りくだされば提供できます」と浅野さん。

荒川区社会福祉協議会 ボランティアセンター
 （東日本大震災記録誌希望）
〒 116-0003 荒川区南千住 1-13-20
TEL:03-3802-3338  FAX:03-3802-3831

荒川社協では地域の協力に対し、たびたび現地の状況と
活動報告会を開催。会場には多くの区民がつめかけた。

ラ
ウ
ン
ド
の
再
生
を
応
援
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
発
案

で
取
り
組
ん
だ
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

釜
石
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
行
き
来
は
、

そ
の
後
も
続
き
、交
流
は
今
に
至
っ
て
い

ま
す
。
釜
石
の
福
祉
ま
つ
り
を
手
伝
い

に
行
っ
た
り
、漁
港
の
復
旧
支
援
に
か
か

わ
っ
た
り
、そ
の
縁
で
ワ
カ
メ
を
送
っ
て

い
た
だ
い
た
り
と
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
も

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
釜
石

の
被
害
を
知
っ
た
皆
さ
ん
が
、地
域
の
方

に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
つ
な
が
ろ
う
と

す
る
、相
乗
効
果
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い

ま
す
。

社
協
職
員
が
災
害
支
援
に
入
る
時
は
役

割
が
あ
り
、少
し
で
も
役
に
立
と
う
と
し

ま
す
が
、釜
石
で
の
活
動
で
は
、被
災
さ

れ
た
方
一
人
ひ
と
り
と
時
間
を
か
け
て
お

付
き
合
い
し
、仕
事
で
派
遣
さ
れ
た
時
以

上
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う

思
う
と
、仕
事
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、立

ち
位
置
を
考
え
な
が
ら
か
か
わ
る
必
要
を

感
じ
ま
す
。
災
害
が
起
き
る
た
び
に
、日

頃
か
ら
地
域
の
な
か
で
つ
な
が
っ
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
す
が
、釜

2011年

●3/11	 東日本大震災、発災

●3/18	 街頭募金開始

●3/30	 救援物資の募集開始、釜石へ送付	

●4/6	 南三陸町のおもちゃ図書館の安否確認へ

●4/19	 釜石を初めて訪ね情報収集

●4月	 避難者が区内都営住宅に入居開始

●5/16～	釜石市福祉避難所運営支援 （のべ25日間）

●7/8	 東日本大震災報告会@サンパール荒川

●7月	 尾久小学校夏祭りチャリティ盆踊り大会

●8/25	 あらかわボランティアネットワークが釜石訪問

●9/2	 第1回区内避難者交流会

●9/6	 ボランティアバス資金集めのチャリティコンサート

●10/14	 ボランティアバス出発

●10/23	 第１回町屋六丁目ミニサロン開催

2012年

●1/20	 釜石市民“元気”応援プロジェクト開始

●3/11	 復興支援コンサート＠ムーブホール

●4月	 唐丹中学校の修学旅行生との交流	

●8/5	 オープンウォータースイム大会＠鵜住居/根浜

2013年

●8月	 釜石ボランティア連絡協議会20周年記念式典に参加

2014年

●1/16	 釜石のボランティア連絡協議会が荒川訪問

●5/31	 あらかま交流祭に参加＠シープラザ遊

●	 唐丹グラウンド土芝応援プロジェクト開始

2015年

●10/10	 釜石ふれあい福祉まつりに参加	

2016年

●7/18	 花露辺地区復興工事完了感謝の夏祭りに参加

た
ち
と
二
人
三
脚
で
活
動
に
臨
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
の
経
験
か
ら
、

思
う
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い釜

石
で
の
活
動
で
は
、つ
ね
に
被
災
さ

れ
た
方
の
顔
が
思
い
浮
か
び
、わ
が
事
と

し
て
感
じ
な
が
ら
行
動
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
皆
さ
ん
も
同
じ
気

持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

荒
川
は
よ
く
、人
の
痛
み
を
わ
か
る
人

が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
そ
う

い
っ
た
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
な
の
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
、私
た
ち
社
協
も
地
域

トライアスロン国際大会の実績は20余年の釜石。
津波被害を受けて中止された大会は多くの方の努力により復活。
2016年には国体も開催された。

荒川区民と釜石市民による復興に向けたおもな活動
～ 『岩手県釜石市復興支援から交流への足跡』より抜粋

●： 区内避難者に対する活動
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■ 特 集   東日本大震災 ～ それぞれの10年

石
で
の
経
験
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
実
感

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

―
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、あ
ら
た
め

て
、災
害
や
地
域
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
か

こ
の
10
年
、各
地
で
自
然
災
害
が
起
き

る
た
び
、い
か
に
日
本
は
自
然
災
害
が
多

い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、東
京
で
も
、荒

川
に
お
い
て
も
、災
害
が
起
こ
り
得
る
こ

と
を
リ
ア
ル
に
考
え
る
方
が
増
え
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
と
く
に
荒
川
は
木
造
家
屋

が
密
集
し
危
険
な
地
域
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、皆
さ
ん
の
防
災
へ
の
関
心
は

高
い
と
感
じ
ま
す
。

一
方
で
、震
災
後
に
荒
川
に
引
越
し
て

来
た
り
、
当
時
幼
か
っ
た
方
に
当
時
の

経
験
を
伝
え
、い
か
に
災
害
へ
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
か
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か

ら
の
課
題
で
し
ょ
う
。

現
在
、災
害
教
育
と
し
て
は
、区
の
防

災
課
と
一
緒
に﹁
あ
ら
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
﹂と

い
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、恒
例

の﹁
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
﹂に
は
子
育
て

世
代
も
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
区
内
の
高
校
に
協
力
し
、授
業
の

な
か
で
当
時
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
話

を
聞
く
機
会
を
つ
く
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

釜
石
社
協
と
は
、災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
結
び
ま
し
た（
２
０
１
８
年
）。
協
定

で
は
も
し
東
京
で
発
災
し
た
時
に
は
釜
石

社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
担
う
な
ど
、具

体
的
に
検
討
し
、定
期
的
に
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、つ
な

が
り
の
つ
く
り
方
も
変
え
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
で
も
逆
に
新
し
い
こ
と
を

試
す
よ
い
機
会
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、昨
秋
に
開
催
し
た
福
祉
ま
つ
り

は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
企
画
し
た﹁
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ 

荒
川
社
協
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂＊
に
は
好

き
な
時
間
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
か
ら
と
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
を
上
回
る
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
、そ
う
し
た
方
法
が
今
ま
で
に
な
い
別

の
層
の
方
と
つ
な
が
る
う
え
で
有
効
な
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

＊
現
在
は
掲
載
終
了
︒

収
束
の
み
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、

災
害
が
起
き
れ
ば
支
援
が
必
要
で
す
。
た

と
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
れ
ば
、今

ま
で
と
は
違
う
か
た
ち
の
支
援
も
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
々
、釜
石
や
福
島

県
い
わ
き
市
、都
内
社
協
、被
災
地
で
活

動
経
験
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
と
何
が

で
き
る
の
か
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
考
え
る

機
会
を
持
つ
予
定
で
す
。

つながりの集いin釜石

2021 年３月６日（土）18:00 ～ 19:30
Zoom によるオンライン開催
釜石と各地を結んで震災後 10 年をふりかえり
未来を語ります。 詳細は本誌 12 ページへ

岩手県釜石市復興支援から交流への足跡
東日本大震災被災地支援活動記録誌

当時を記録し今一度かかわった人たちと共有したいと編集
委員会を発足。活動に参加した荒川区民ほか釜石市民も執
筆。「記録誌は残部が少々あるので下記まで送料（切手 370
円分 /1 冊）をお送りくだされば提供できます」と浅野さん。

荒川区社会福祉協議会 ボランティアセンター
 （東日本大震災記録誌希望）
〒 116-0003 荒川区南千住 1-13-20
TEL:03-3802-3338  FAX:03-3802-3831

荒川社協では地域の協力に対し、たびたび現地の状況と
活動報告会を開催。会場には多くの区民がつめかけた。

ラ
ウ
ン
ド
の
再
生
を
応
援
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
発
案

で
取
り
組
ん
だ
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

釜
石
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
行
き
来
は
、

そ
の
後
も
続
き
、交
流
は
今
に
至
っ
て
い

ま
す
。
釜
石
の
福
祉
ま
つ
り
を
手
伝
い

に
行
っ
た
り
、漁
港
の
復
旧
支
援
に
か
か

わ
っ
た
り
、そ
の
縁
で
ワ
カ
メ
を
送
っ
て

い
た
だ
い
た
り
と
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
も

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
釜
石

の
被
害
を
知
っ
た
皆
さ
ん
が
、地
域
の
方

に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
つ
な
が
ろ
う
と

す
る
、相
乗
効
果
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い

ま
す
。

社
協
職
員
が
災
害
支
援
に
入
る
時
は
役

割
が
あ
り
、少
し
で
も
役
に
立
と
う
と
し

ま
す
が
、釜
石
で
の
活
動
で
は
、被
災
さ

れ
た
方
一
人
ひ
と
り
と
時
間
を
か
け
て
お

付
き
合
い
し
、仕
事
で
派
遣
さ
れ
た
時
以

上
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う

思
う
と
、仕
事
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、立

ち
位
置
を
考
え
な
が
ら
か
か
わ
る
必
要
を

感
じ
ま
す
。
災
害
が
起
き
る
た
び
に
、日

頃
か
ら
地
域
の
な
か
で
つ
な
が
っ
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
す
が
、釜

2011年

●3/11	 東日本大震災、発災

●3/18	 街頭募金開始

●3/30	 救援物資の募集開始、釜石へ送付	

●4/6	 南三陸町のおもちゃ図書館の安否確認へ

●4/19	 釜石を初めて訪ね情報収集

●4月	 避難者が区内都営住宅に入居開始

●5/16～	釜石市福祉避難所運営支援 （のべ25日間）

●7/8	 東日本大震災報告会@サンパール荒川

●7月	 尾久小学校夏祭りチャリティ盆踊り大会

●8/25	 あらかわボランティアネットワークが釜石訪問

●9/2	 第1回区内避難者交流会

●9/6	 ボランティアバス資金集めのチャリティコンサート

●10/14	 ボランティアバス出発

●10/23	 第１回町屋六丁目ミニサロン開催

2012年

●1/20	 釜石市民“元気”応援プロジェクト開始

●3/11	 復興支援コンサート＠ムーブホール

●4月	 唐丹中学校の修学旅行生との交流	

●8/5	 オープンウォータースイム大会＠鵜住居/根浜

2013年

●8月	 釜石ボランティア連絡協議会20周年記念式典に参加

2014年

●1/16	 釜石のボランティア連絡協議会が荒川訪問

●5/31	 あらかま交流祭に参加＠シープラザ遊

●	 唐丹グラウンド土芝応援プロジェクト開始

2015年

●10/10	 釜石ふれあい福祉まつりに参加	

2016年

●7/18	 花露辺地区復興工事完了感謝の夏祭りに参加

た
ち
と
二
人
三
脚
で
活
動
に
臨
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
の
経
験
か
ら
、

思
う
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い釜

石
で
の
活
動
で
は
、つ
ね
に
被
災
さ

れ
た
方
の
顔
が
思
い
浮
か
び
、わ
が
事
と

し
て
感
じ
な
が
ら
行
動
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
皆
さ
ん
も
同
じ
気

持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

荒
川
は
よ
く
、人
の
痛
み
を
わ
か
る
人

が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
そ
う

い
っ
た
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
な
の
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
、私
た
ち
社
協
も
地
域

トライアスロン国際大会の実績は20余年の釜石。
津波被害を受けて中止された大会は多くの方の努力により復活。
2016年には国体も開催された。

荒川区民と釜石市民による復興に向けたおもな活動
～ 『岩手県釜石市復興支援から交流への足跡』より抜粋

●： 区内避難者に対する活動
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• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
感
染
拡
大
防
止
下
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置・運
営
の
考

え
方
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載（
7
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
夏
の
リ
モ
ー
ト・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
０
」募
集
開
始（
10
日
）＊

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
僕
が
行
っ
た
緊
急
コ
ロ
ナ
支
援
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
終

了
。寄
付
金
額
は
1
億
１
０
０
０
万
円
あ
ま
り
と
な
っ
た（
28
日
）＊

7月

• 

改
正
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
、レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
義
務
化（
1
日
）

• 

川
崎
市
の「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例（
差
別
禁
止
条
例
）」が
全
面
施
行（
1
日
）

• 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
。熊
本
県
を
中
心
に
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生（
3
日
〜
31
日
）

• 「
Ｇ
о
Ｔ
о
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」始
ま
る（
22
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
〜
無
理
な
く
、活
動
を
続

け
る
た
め
に
〜
」を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載（
6
日
）＊

• 

ア
イ
ヌ
民
族
団
体「
ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン
」が
、サ
ケ
捕
獲
を
禁
じ
る
法
律
等
の
適
用
外

の
確
認
を
国
と
道
に
求
め
提
訴
。先
住
民
族
の
先
住
権
に
関
す
る
訴
訟
は
日
本
初（
17
日
）

• 

豊
島
区
の「
社
会
貢
献
活
動
見
本
市
」に
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が「
豊
島
区
長
賞
」を
受
賞（
22
日
）

8月

• 

レ
バ
ノ
ン・ベ
イ
ル
ー
ト
港
で
保
管
中
の
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
が
大
爆
発
。２
０
０
人
超
が
死
亡
、

６
５
０
０
人
以
上
が
負
傷
し
、30
万
人
が
住
居
を
失
う
大
惨
事
と
な
っ
た（
４
日
）

• 

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沿
岸
で
日
本
企
業
所
有
の
貨
物
船
が
７
月
25
日
に
座
礁
、大
量
の
重
油
等
が
珊
瑚

礁
に
流
出（
６
日
〜
）

• 

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）患
者
の
依
頼
を
受
け
て
医
師
2
人
が
患
者
を
殺
害
し
た
と
さ
れ

る
事
件
で
、京
都
地
検
は
嘱
託
殺
人
罪
で
両
容
疑
者
を
起
訴（
13
日
）

• 

日
本
財
団
が
、「
児
童
の
権
利
」を
保
障
す
る
包
括
的
な
法
律
が
必
要
だ
と
し
て
、「
子
ど
も
基
本

法
」制
定
を
目
指
す
提
言
書
を
発
表（
25
日
）

9月

• 

大
坂
な
お
み
、全
米
テ
ニ
ス
で
２
度
目
の
優
勝
。黒
人
犠
牲
者
の
名
前
が
記
さ
れ
た
マ
ス
ク
の
着
用

で
も
注
目
を
集
め
た（
12
日
）

• 

菅
内
閣
が
発
足（
16
日
）

• 

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
人
び
と
の
生
活
再
建
の
支
援
を
し
て
い
る「
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
」が
、

東
京
都
新
宿
区・神
楽
坂
に「
夜
の
パ
ン
屋
さ
ん
」を
プ
レ
オ
ー
プ
ン（
1
日
）

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、内
閣
府・厚
生
労
働
省
に「
Ｄ
Ｖ・性
暴
力
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ・メ
ー
ル
相
談
事
業
及
び
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
の
要
望
書
」を
提
出（
5
日
）

10月

• 

菅
首
相
が
、日
本
学
術
会
議
の
新
規
会
員
と
し
て
推
薦
を
受
け
て
い
た
会
員
候
補
の
う
ち
６
人
を

任
命
し
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明（
1
日
）

• 

全
国
７
０
０
０
人
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査（
早
大・棚
村
政
行
教
授
ら
）で
、選
択
的
夫
婦
別
姓
に

つ
い
て
70・６
％
が
賛
成
。朝
日
新
聞
社
の
調
査（
１
月
）で
も
賛
成
は
69
％
だ
っ
た（
26
日
）

• 

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
累
計
感
染
者
10
万
人
超（
29
日
）＊

• 

一
般
社
団
法
人
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
が「
院
内
集
会
〜
性
被
害
の
実
態
調
査
報
告
会
〜
」を
開
催

し
、性
被
害
の
実
態
調
査
結
果
を
公
表
、５
８
９
９
件
も
の
被
害
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た（
20
日
）

• 

社
会
へ
届
け
る
女
性
の
活
動
研
究
会
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
の
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
あ
り
方
へ
の
提
案
」を
ス
タ
ー
ト（
21
日
）＊

11月

• 

大
阪
都
構
想
、住
民
投
票
で
反
対
多
数
。構
想
は
断
念
へ（
1
日
）

• 

ア
メ
リ
カ
で
最
も
権
威
の
あ
る
文
学
賞「
全
米
図
書
賞
」の
翻
訳
文
学
部
門
に
、柳
美
里
氏
の
小
説

『
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
』が
選
ば
れ
た（
19
日
）

• 

一
般
社
団
法
人
つ
く
ろ
い
東
京
フ
ァ
ン
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
活
保
護
申
請
書
作
成
が
で
き
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス「
フ
ミ
ダ
ン
」を
開
始（
15
日
）

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー・む
す
び
え
、「
子
ど
も
食
堂
全
国
箇
所
数
調
査
」

の
結
果
を
報
告
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
５
０
０
０
か
所
以
上
の
こ
ど
も
食
堂
が
増
加
し
た（
23
日
）＊

• 

約
40
団
体
に
よ
る「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・新
型
コ
ロ
ナ
災
害
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
」、年
末
年
始

の
相
談
会
と
年
越
し
大
人
食
堂
２
０
２
１
を
開
催（
31
日
〜
１
月
３
日
）＊

12月

• 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
2
」の
回
収
カ
プ
セ
ル
が
地
球
へ
帰
還（
6
日
）

• 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
１
回
１
９
８
０
円
、Ｊ
Ｒ
東
京
駅
近
く
に
施
設
オ
ー
プ
ン（
10
日
）＊

• 

明
石
市
、性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
や
そ
の
子
を
公
的
に
認
知
す
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」の
導
入
を
発
表
。同
様
の
制
度
と
し
て
は
全
国
初（
10
日
）

（2020年 ─

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
を
め
ぐ
る
動
き

社
会
の
動
き

• 
伊
方
原
発
の
運
転
差
し
止
め
を
住
民
が
求
め
た
仮
処
分
申
請
で
広
島
高
裁
に
よ
り
一
転
差
し

止
め（
17
日
）

1月

• 

日
本
国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
確
認（
16
日
）＊

• 

英
国
、Ｅ
Ｕ
よ
り
離
脱（
31
日
）

• PINK SHIRT DAY 2020 in Kanagaw
a

―「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
！
」ワ
ー
ル
ド
ア
ク
シ
ョ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
横
浜
で
開
催（
26
日
）

2月

• 

ク
ル
ー
ズ
船「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
」の
下
船
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
発
生
、

横
浜
港
の
洋
上
に
て
の「
臨
船
検
疫
」で
対
応（
3
日
）＊

• 

三
井
住
友
銀
行
、事
実
婚
や
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
応
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
取
り
扱
い
開
始
を
発
表
。

顧
客
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
て（
27
日
）

• 

内
閣
府
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
感
染
拡
大
に
係
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
Ｑ
＆
Ａ
」掲
載（
5
日
）＊

• 

補
正
予
算
に
よ
り
持
続
化
給
付
金
の
公
募
が
開
始
。一
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
対
象
に（
10
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、都
内
の
中
間
支
援
組
織
、地
域
の
居
場
所
、介
護
者
支
援
等
の
市
民
団
体
へ
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。居
場
所
の
９
割
超
が
活
動
を
縮
小
等
、「
集
ま
る
場
」の
減
少
が
著
明（
31
日
）＊

3月

• 

山
手
線
で
49
年
ぶ
り
の
新
駅
と
な
る「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」が
品
川
―
田
町
間
に
開
業（
14
日
）

• 

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
東
京
五
輪
の
開
催
延
期
を
正
式
発
表（
24
日
）＊

• 

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
志
村
け
ん
さ
ん
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
た
め
死
去（
29
日
）＊

• 

現
物
寄
付
の
み
な
し
譲
渡
所
得
税
等
の
非
課
税
特
例
が
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
も
拡
充
。資
産

寄
付
や
遺
贈
で
非
課
税
措
置
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
が
大
幅
に
簡
素
化
、迅
速
化（
1
日
）

• 

全
国
２
４
７
の
団
体・個
人
に
よ
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及
び
多

様
な
市
民
活
動
の
存
続
危
機
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
要
望
書
」、Ｎ
Ｐ
Ｏ
議
連
へ（
9
日
）＊

• 

感
染
拡
大
を
受
け
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
通
訳
ス
タ
ッ
フ
ら

が
英
語
や
中
国
語
な
ど
８
言
語
で
対
応
す
る
電
話
相
談
窓
口
を
開
設（
10
日
〜
５
月
20
日
）＊

4月

• 

改
正「
労
働
者
派
遣
法
」が
施
行
。同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
を
明
文
化（
1
日
）

• 

７
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言「
人
の
接
触
最
低
７
割
極
力
８
割
削
減
を
」（
7
日
、16
日
か
ら
全

国
に
拡
大
）＊

• 

全
国
の
小
中
学
校・高
校
の
９
割
が
休
校（
文
部
科
学
省
調
査
）（
22
日
）＊

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー・む
す
び
え
、「
こ
ど
も
食
堂・フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

開
設
簡
易
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」作
成（
5
日
）

• 

北
品
川
駅
近
く
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
品
川
宿
が
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
で
訪
日
し
た
外
国
籍

の
帰
国
困
難
者
に
向
け
て
、無
料
の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
開
始（
6
日
〜
６
月
１
日
）＊

5月
• 

朝
日
新
聞
社
と
日
本
高
校
野
球
連
盟
が
夏
の
甲
子
園
大
会
中
止
を
発
表
。戦
後
初（
20
日
）

• 
米
国
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
近
郊
で
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
ー
ジ・フ
ロ
イ
ド
氏
が
警
察
官
の
不
適

切
な
拘
束
に
よ
り
死
亡
。Black Lives M

atter

の
運
動
が
世
界
的
に
広
が
る
端
緒
と
な
っ
た（
25
日
）

• 

日
本
全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除（
25
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
ゆ
め
応
援
フ
ァ
ン
ド
特
別
助
成
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
活
動
に
影
響
を

受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ・市
民
活
動
団
体
向
け
〜
」募
集
開
始（
1
日
）＊

• 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー・も
や
い
、住
ま
い
探
し
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を

開
始（
17
日
）＊

 6月

• 

女
性
活
躍
推
進
法
、労
働
施
策
総
合
推
進
法
、男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、育
児・介
護
休
業
法
が
改
正
。

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
、セ
ク
ハ
ラ
等
へ
の
対
策
も
強
化
さ
れ
た（
1
日
）

• 

社
会
福
祉
法
や
介
護
保
険
法
等
の
改
正
が
成
立
。社
会
福
祉
法
人
の
連
携・協
働
を
促
す「
社
会
福
祉

連
携
推
進
法
人
制
度
」創
設
へ（
5
日
）

• 

香
港
国
家
安
全
維
持
法
が
成
立
。翌
日
以
降
、言
論
統
制・民
主
派
弾
圧
が
急
速
に
激
化（
30
日
）

）ボランティア ・ ＮＰＯ ・ 市民活動をめぐる動き
＊……新型コロナウイルス感染症に関する動き
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• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
感
染
拡
大
防
止
下
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置・運
営
の
考

え
方
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載（
7
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
夏
の
リ
モ
ー
ト・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
０
」募
集
開
始（
10
日
）＊

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
僕
が
行
っ
た
緊
急
コ
ロ
ナ
支
援
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
終

了
。寄
付
金
額
は
1
億
１
０
０
０
万
円
あ
ま
り
と
な
っ
た（
28
日
）＊

7月

• 

改
正
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
、レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
義
務
化（
1
日
）

• 

川
崎
市
の「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例（
差
別
禁
止
条
例
）」が
全
面
施
行（
1
日
）

• 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
。熊
本
県
を
中
心
に
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生（
3
日
〜
31
日
）

• 「
Ｇ
о
Ｔ
о
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」始
ま
る（
22
日
）＊

• 
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
〜
無
理
な
く
、活
動
を
続

け
る
た
め
に
〜
」を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載（
6
日
）＊

• 

ア
イ
ヌ
民
族
団
体「
ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン
」が
、サ
ケ
捕
獲
を
禁
じ
る
法
律
等
の
適
用
外

の
確
認
を
国
と
道
に
求
め
提
訴
。先
住
民
族
の
先
住
権
に
関
す
る
訴
訟
は
日
本
初（
17
日
）

• 

豊
島
区
の「
社
会
貢
献
活
動
見
本
市
」に
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が「
豊
島
区
長
賞
」を
受
賞（
22
日
）

8月

• 

レ
バ
ノ
ン・ベ
イ
ル
ー
ト
港
で
保
管
中
の
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
が
大
爆
発
。２
０
０
人
超
が
死
亡
、

６
５
０
０
人
以
上
が
負
傷
し
、30
万
人
が
住
居
を
失
う
大
惨
事
と
な
っ
た（
４
日
）

• 

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沿
岸
で
日
本
企
業
所
有
の
貨
物
船
が
７
月
25
日
に
座
礁
、大
量
の
重
油
等
が
珊
瑚

礁
に
流
出（
６
日
〜
）

• 

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）患
者
の
依
頼
を
受
け
て
医
師
2
人
が
患
者
を
殺
害
し
た
と
さ
れ

る
事
件
で
、京
都
地
検
は
嘱
託
殺
人
罪
で
両
容
疑
者
を
起
訴（
13
日
）

• 

日
本
財
団
が
、「
児
童
の
権
利
」を
保
障
す
る
包
括
的
な
法
律
が
必
要
だ
と
し
て
、「
子
ど
も
基
本

法
」制
定
を
目
指
す
提
言
書
を
発
表（
25
日
）

9月

• 

大
坂
な
お
み
、全
米
テ
ニ
ス
で
２
度
目
の
優
勝
。黒
人
犠
牲
者
の
名
前
が
記
さ
れ
た
マ
ス
ク
の
着
用

で
も
注
目
を
集
め
た（
12
日
）

• 

菅
内
閣
が
発
足（
16
日
）

• 

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
人
び
と
の
生
活
再
建
の
支
援
を
し
て
い
る「
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
」が
、

東
京
都
新
宿
区・神
楽
坂
に「
夜
の
パ
ン
屋
さ
ん
」を
プ
レ
オ
ー
プ
ン（
1
日
）

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、内
閣
府・厚
生
労
働
省
に「
Ｄ
Ｖ・性
暴
力
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ・メ
ー
ル
相
談
事
業
及
び
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
の
要
望
書
」を
提
出（
5
日
）

10月

• 

菅
首
相
が
、日
本
学
術
会
議
の
新
規
会
員
と
し
て
推
薦
を
受
け
て
い
た
会
員
候
補
の
う
ち
６
人
を

任
命
し
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明（
1
日
）

• 

全
国
７
０
０
０
人
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査（
早
大・棚
村
政
行
教
授
ら
）で
、選
択
的
夫
婦
別
姓
に

つ
い
て
70・６
％
が
賛
成
。朝
日
新
聞
社
の
調
査（
１
月
）で
も
賛
成
は
69
％
だ
っ
た（
26
日
）

• 

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
累
計
感
染
者
10
万
人
超（
29
日
）＊

• 

一
般
社
団
法
人
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
が「
院
内
集
会
〜
性
被
害
の
実
態
調
査
報
告
会
〜
」を
開
催

し
、性
被
害
の
実
態
調
査
結
果
を
公
表
、５
８
９
９
件
も
の
被
害
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た（
20
日
）

• 

社
会
へ
届
け
る
女
性
の
活
動
研
究
会
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
の
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
あ
り
方
へ
の
提
案
」を
ス
タ
ー
ト（
21
日
）＊

11月

• 

大
阪
都
構
想
、住
民
投
票
で
反
対
多
数
。構
想
は
断
念
へ（
1
日
）

• 

ア
メ
リ
カ
で
最
も
権
威
の
あ
る
文
学
賞「
全
米
図
書
賞
」の
翻
訳
文
学
部
門
に
、柳
美
里
氏
の
小
説

『
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
』が
選
ば
れ
た（
19
日
）

• 

一
般
社
団
法
人
つ
く
ろ
い
東
京
フ
ァ
ン
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
活
保
護
申
請
書
作
成
が
で
き
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス「
フ
ミ
ダ
ン
」を
開
始（
15
日
）

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー・む
す
び
え
、「
子
ど
も
食
堂
全
国
箇
所
数
調
査
」

の
結
果
を
報
告
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
５
０
０
０
か
所
以
上
の
こ
ど
も
食
堂
が
増
加
し
た（
23
日
）＊

• 

約
40
団
体
に
よ
る「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・新
型
コ
ロ
ナ
災
害
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
」、年
末
年
始

の
相
談
会
と
年
越
し
大
人
食
堂
２
０
２
１
を
開
催（
31
日
〜
１
月
３
日
）＊

12月

• 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
2
」の
回
収
カ
プ
セ
ル
が
地
球
へ
帰
還（
6
日
）

• 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
１
回
１
９
８
０
円
、Ｊ
Ｒ
東
京
駅
近
く
に
施
設
オ
ー
プ
ン（
10
日
）＊

• 

明
石
市
、性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
や
そ
の
子
を
公
的
に
認
知
す
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」の
導
入
を
発
表
。同
様
の
制
度
と
し
て
は
全
国
初（
10
日
）

（2020年 ─

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
を
め
ぐ
る
動
き

社
会
の
動
き

• 

伊
方
原
発
の
運
転
差
し
止
め
を
住
民
が
求
め
た
仮
処
分
申
請
で
広
島
高
裁
に
よ
り
一
転
差
し

止
め（
17
日
）

1月

• 

日
本
国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
確
認（
16
日
）＊

• 

英
国
、Ｅ
Ｕ
よ
り
離
脱（
31
日
）

• PINK SHIRT DAY 2020 in Kanagaw
a

―「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
！
」ワ
ー
ル
ド
ア
ク
シ
ョ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
横
浜
で
開
催（
26
日
）

2月

• 

ク
ル
ー
ズ
船「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
」の
下
船
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
発
生
、

横
浜
港
の
洋
上
に
て
の「
臨
船
検
疫
」で
対
応（
3
日
）＊

• 

三
井
住
友
銀
行
、事
実
婚
や
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
応
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
取
り
扱
い
開
始
を
発
表
。

顧
客
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
て（
27
日
）

• 

内
閣
府
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
感
染
拡
大
に
係
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
Ｑ
＆
Ａ
」掲
載（
5
日
）＊

• 

補
正
予
算
に
よ
り
持
続
化
給
付
金
の
公
募
が
開
始
。一
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
対
象
に（
10
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、都
内
の
中
間
支
援
組
織
、地
域
の
居
場
所
、介
護
者
支
援
等
の
市
民
団
体
へ
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。居
場
所
の
９
割
超
が
活
動
を
縮
小
等
、「
集
ま
る
場
」の
減
少
が
著
明（
31
日
）＊

3月

• 

山
手
線
で
49
年
ぶ
り
の
新
駅
と
な
る「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」が
品
川
―
田
町
間
に
開
業（
14
日
）

• 

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
東
京
五
輪
の
開
催
延
期
を
正
式
発
表（
24
日
）＊

• 

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
志
村
け
ん
さ
ん
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
た
め
死
去（
29
日
）＊

• 

現
物
寄
付
の
み
な
し
譲
渡
所
得
税
等
の
非
課
税
特
例
が
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
も
拡
充
。資
産

寄
付
や
遺
贈
で
非
課
税
措
置
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
が
大
幅
に
簡
素
化
、迅
速
化（
1
日
）

• 

全
国
２
４
７
の
団
体・個
人
に
よ
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及
び
多

様
な
市
民
活
動
の
存
続
危
機
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
要
望
書
」、Ｎ
Ｐ
Ｏ
議
連
へ（
9
日
）＊

• 

感
染
拡
大
を
受
け
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
通
訳
ス
タ
ッ
フ
ら

が
英
語
や
中
国
語
な
ど
８
言
語
で
対
応
す
る
電
話
相
談
窓
口
を
開
設（
10
日
〜
５
月
20
日
）＊

4月

• 

改
正「
労
働
者
派
遣
法
」が
施
行
。同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
を
明
文
化（
1
日
）

• 

７
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言「
人
の
接
触
最
低
７
割
極
力
８
割
削
減
を
」（
7
日
、16
日
か
ら
全

国
に
拡
大
）＊

• 

全
国
の
小
中
学
校・高
校
の
９
割
が
休
校（
文
部
科
学
省
調
査
）（
22
日
）＊

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー・む
す
び
え
、「
こ
ど
も
食
堂・フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

開
設
簡
易
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」作
成（
5
日
）

• 

北
品
川
駅
近
く
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
品
川
宿
が
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
で
訪
日
し
た
外
国
籍

の
帰
国
困
難
者
に
向
け
て
、無
料
の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
開
始（
6
日
〜
６
月
１
日
）＊

5月

• 

朝
日
新
聞
社
と
日
本
高
校
野
球
連
盟
が
夏
の
甲
子
園
大
会
中
止
を
発
表
。戦
後
初（
20
日
）

• 

米
国
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
近
郊
で
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
ー
ジ・フ
ロ
イ
ド
氏
が
警
察
官
の
不
適

切
な
拘
束
に
よ
り
死
亡
。Black Lives M

atter

の
運
動
が
世
界
的
に
広
が
る
端
緒
と
な
っ
た（
25
日
）

• 

日
本
全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除（
25
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
ゆ
め
応
援
フ
ァ
ン
ド
特
別
助
成
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
活
動
に
影
響
を

受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ・市
民
活
動
団
体
向
け
〜
」募
集
開
始（
1
日
）＊

• 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー・も
や
い
、住
ま
い
探
し
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を

開
始（
17
日
）＊

 6月

• 

女
性
活
躍
推
進
法
、労
働
施
策
総
合
推
進
法
、男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、育
児・介
護
休
業
法
が
改
正
。

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
、セ
ク
ハ
ラ
等
へ
の
対
策
も
強
化
さ
れ
た（
1
日
）

• 

社
会
福
祉
法
や
介
護
保
険
法
等
の
改
正
が
成
立
。社
会
福
祉
法
人
の
連
携・協
働
を
促
す「
社
会
福
祉

連
携
推
進
法
人
制
度
」創
設
へ（
5
日
）

• 

香
港
国
家
安
全
維
持
法
が
成
立
。翌
日
以
降
、言
論
統
制・民
主
派
弾
圧
が
急
速
に
激
化（
30
日
）

）ボランティア ・ ＮＰＯ ・ 市民活動をめぐる動き
＊……新型コロナウイルス感染症に関する動き
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２
０
２
０
年
、あ
っ
と
い
う
間
に
広

が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、人
び
と
の
仕
事
や
生
活
に
大
き
な

打
撃
を
及
ぼ
し
、生
活
困
窮
に
陥
る
人

び
と
が
急
増
し
ま
し
た
。
と
く
に
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正
規
就
労
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
、外
国
人
技
能
実
習
生
、

難
民
な
ど
、社
会
的
に
脆
弱
な
人
び
と

が
よ
り
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、

最
近
で
は
若
い
女
性
な
ど
の
自
殺
の
増

加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
は
、人
と
の
接
触
自
体
が
リ
ス

ク
と
な
る
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
、一
時
休

止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

活
動
の
仕
方
や
集
ま
り
方
を
工
夫
し

て
、活
動
を
再
開
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団

体
・
機
関
が
増
え
て
い
ま
す
。
感
染
リ

ス
ク
防
止
の
環
境
整
備
を
し
た
う
え
で

の
対
面
型
の
活
動（
少
人
数
、
時
間
短

縮
、消
毒
の
徹
底
な
ど
）、手
紙
・
電
話
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
を
活
用
し

た
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

声
か
け
・
情
報
提
供
・
相
談
・
研
修
、ま

た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の

資
金
集
め
、生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
物

資
の
配
達
な
ど
が
、そ
れ
で
す
。

～ TVAC News ～ 東京ボランティア・市民活動センターの事業から ～

Vol.9

■

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

﹁コ
ロ
ナ
禍
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動

～
こ
れ
ま
で 

と 

こ
れ
か
ら
～
﹂を
開
催

こ
う
し
た
な
か
、東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
課
題
の
広
が

り
や
変
化
、ま
た
、そ
れ
に
対
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
２
０
２
１
年
1
月
30
日
、す
ぐ
に

は
収
束
し
そ
う
に
な
い
、こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の

あ
り
方
を
め
ぐ
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
し
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
基
本
と
し
て
全
国
各
地

か
ら
１
５
６
名（
う
ち
会
場
参
加
は
７

名
）。
予
想
を
超
え
る
人
数
と
な
り
ま

し
た
。

■

課
題
提
起

瀧
澤
利
行（
茨
城
大
学
教
授
）
さ

ん
か
ら
課
題
提
起
と
し
て
、
ま
ず

CO
V

ID
-19

に
対
峙
す
る
難
し
さ
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
潜
伏
期
間
が
比
較
的

長
く
、
不
顕
性
感
染（
無
症
状
も
し
く

は
自
覚
が
な
い
程
度
の
症
状
）の
率
が

比
較
的
高
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。
そ

し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る「
多
様
性
」が
感
染
拡

大
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
、
活
動
上
の
留
意
点
を
提
示
。

ま
た
、正
常
性
バ
イ
ア
ス
*1
や
認
知
的

不
協
和
*2
に
よ
る
認
識
の
歪
み
を
指
摘

す
る
一
方
、リ
ス
ク
を
恐
れ
て
活
動
を

停
止
す
る
の
で
は
な
く
、正
し
く
状
況

判
断
を
す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

■

報
告

関
口
宏
聡（
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を

支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
）さ
ん
か
ら

は
、「
資
金
」に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
と
し
て
活
動
の
自

粛
・
中
止
・
延
期
、
団
体
の
休
止
・
解
散

等
を
、プ
ラ
ス
面
と
し
て
市
民
活
動
へ

の
関
心
の
高
ま
り
や
支
援
の
広
が
り
等

を
挙
げ
ま
し
た
。
資
金
面
で
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
政
策
提
言
に
よ
る
政
府
・
自
治

体
の
支
援
策
実
現
、市
民
・
企
業
・
助
成

財
団
に
よ
る
支
援
の
迅
速
化
、増
加
を

挙
げ
、な
か
で
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
寄
付
は
大
幅
な
増
額
と
な

り
、日
本
の
寄
付
文
化
が
こ
れ
を
機
に

変
わ
る
可
能
性
を
示
唆
し
ま
す
。

■

活
動
現
場
か
ら
の
提
起

ま
ず
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
か

ら
は
、大
学
生
が
登
壇
し
、学
生
の
現

況
を
語
り
ま
し
た
。「
授
業
は
オ
ン
ラ

イ
ン
な
の
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
こ
と

に
葛
藤
が
あ
る
」「
家
族
を
ス
ト
レ
ス
の

は
け
口
に
し
て
し
ま
う
」「
Ｇ
ｏ  

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
推
進
さ
れ
て
、
学

生
は
な
ぜ
学
校
へ
行
け
な
い
の
か
」と

い
っ
た
声
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
退
学
を
考
え
た
こ
と
の
あ
る
学

生
は
、32
％
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
民
支
援
協
会

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
難
民
の
状
況
と
し

て
、失
業
や
時
短
・
シ
フ
ト
減
、支
援
者

の
失
業
、モ
ス
ク
や
教
会
の
閉
鎖
な
ど

で
困
窮
状
態
が
深
ま
っ
て
お
り
、そ
れ

に
対
し
て
の
同
法
人
や
他
団
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ

ト
か
ら
は
、昨
年
の
活
動
休
止
中
や
再

開
後
の
工
夫
・
配
慮
の
ほ
か
、市
民
・
団

体
・
企
業
な
ど
の
協
力
を
得
て
、せ
た

が
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
が
立
ち
上

が
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
さ
ん
の
い
え
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
か
ら
は
、

「
自
粛
期
間
に
新
た
な
こ
と
を
試
す
機

会
が
生
ま
れ
た
」「『
と
じ
る
』こ
と
で

必
要
と
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
存
在

を
再
認
識
で
き
た
」「『
で
き
な
い
』こ

と
よ
り
も『
で
き
る
』こ
と
を
、と
話
し

合
っ
た
」と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

※
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
、岡
さ
ん

の
い
え
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、本
誌

３
６
９
・
３
６
７
号
特
集
記
事（
左
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
く
だ
さ
い
。

最
後
に
東
京
都
生
活
文
化
局
よ
り
、

「
新
し
い
日
常
」に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
特

設
サ
イ
ト「
ど
こ
で
も
共
助
」や
、コ
ロ

ナ
禍
で
の
在
住
外
国
人
の
支
援
を
目
的

と
し
た「
東
京
都
外
国
人
新
型
コ
ロ
ナ

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）」、

２
０
２
０
年
10
月
に
立
ち
上
げ
た「
東

京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団
」の
紹
介
が

あ
り
、き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
き
た

い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

「
1
人
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
、な
っ

て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、一

つ
ひ
と
つ
・
一
人
ひ
と
り
は
小
さ
く
て

も
、手
を
携
え
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」と
い
う
挨
拶
で
、シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

＊
１ 

環
境
を
変
え
た
く
な
い
と
い
う
意
識

か
ら
︑起
き
て
い
る
状
況
を
正
常
性

の
延
長
の
範
囲
と
と
ら
え
よ
う
と
す

る
こ
と
︒
た
と
え
ば
︑﹁
た
だ
の
風
邪

と
同
じ
程
度
﹂﹁
多
く
は
無
症
状
感
染

者
﹂と
い
う
意
識
︒

＊
２ 

認
識
が
矛
盾
し
た
際
の
不
快
さ
を

解
消
す
る
た
め
に
︑都
合
の
い
い
情

報
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
こ
と
︒
た

と
え
ば
︑﹁
喫
煙
し
て
も
肺
が
ん
に

な
ら
な
い
人
も
い
る
﹂﹁
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
連
死
の
方
が

COVID- 19

の
感
染
死
亡
者
よ
り
多

い
﹂な
ど
︑部
分
的
に
は
真
実
の
情

報
を
状
況
全
体
に
通
用
す
る
事
実
と

し
て
認
識
し
よ
う
と
す
る
こ
と
︒

が
り
づ
く
り
に
つ
い
て
、質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
現
場
か
ら
提
起
し
た
パ
ネ

ラ
ー
か
ら
は「
感
染
拡
大
に
気
を
つ
け

て
野
外
活
動
を
し
て
い
る
」「
動
画
や
冊

子
な
ど
カ
タ
チ
あ
る
も
の
を
つ
く
り
、

次
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」「
も
と
も
と

学
生
主
体
の
活
動
に
現
在
も
来
て
く
れ

て
い
て
、学
生
た
ち
の
居
場
所
に
な
っ

て
い
る
」と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、難
民
支
援
協
会
の
石
川
え

り
さ
ん
か
ら
は
、日
本
で
働
く
若
い
ベ

ト
ナ
ム
人
と
交
流
を
深
め
て
い
る「
日

越
と
も
い
き
協
会
青
年
部
」の
事
例
が

挙
が
り
ま
し
た
。

次
に
、
居
場
所
に
つ
い
て
、
中
野
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
草
野
由
佳
さ
ん
か

ら
、同
社
協
で
サ
ロ
ン
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
出
し
た
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
再
開
し
て
い
る
サ
ロ
ン
で

は
、も
と
も
と
の
つ
な
が
り
は
保
て
て

い
る
が
、新
し
い
人
の
参
加
が
な
い
と

い
う
新
た
な
課
題
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
都
市
環
境
研
究
所
の

津
賀
高
幸
さ
ん
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
災

害
支
援
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
２
年
7
月
豪
雨
の
際
、県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
活
動
し
た
一
方

で
、東
日
本
大
震
災
の
広
域
避
難
者
同

士
の
交
流
が
減
っ
て
お
り
、時
間
を
か

け
て
つ
な
が
り
を
回
復
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
﹂

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ま
ず
、孤
立
化
す
る
学
生
た
ち
の
つ
な

■ パネルディスカッションの内容と登壇者　※敬称略
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２
０
２
０
年
、あ
っ
と
い
う
間
に
広

が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、人
び
と
の
仕
事
や
生
活
に
大
き
な

打
撃
を
及
ぼ
し
、生
活
困
窮
に
陥
る
人

び
と
が
急
増
し
ま
し
た
。
と
く
に
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正
規
就
労
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
、外
国
人
技
能
実
習
生
、

難
民
な
ど
、社
会
的
に
脆
弱
な
人
び
と

が
よ
り
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、

最
近
で
は
若
い
女
性
な
ど
の
自
殺
の
増

加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
は
、人
と
の
接
触
自
体
が
リ
ス

ク
と
な
る
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
、一
時
休

止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

活
動
の
仕
方
や
集
ま
り
方
を
工
夫
し

て
、活
動
を
再
開
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団

体
・
機
関
が
増
え
て
い
ま
す
。
感
染
リ

ス
ク
防
止
の
環
境
整
備
を
し
た
う
え
で

の
対
面
型
の
活
動（
少
人
数
、
時
間
短

縮
、消
毒
の
徹
底
な
ど
）、手
紙
・
電
話
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
を
活
用
し

た
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

声
か
け
・
情
報
提
供
・
相
談
・
研
修
、ま

た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の

資
金
集
め
、生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
物

資
の
配
達
な
ど
が
、そ
れ
で
す
。

～ TVAC News ～ 東京ボランティア・市民活動センターの事業から ～

Vol.9

■

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

﹁コ
ロ
ナ
禍
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動

～
こ
れ
ま
で 

と 

こ
れ
か
ら
～
﹂を
開
催

こ
う
し
た
な
か
、東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
課
題
の
広
が

り
や
変
化
、ま
た
、そ
れ
に
対
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
２
０
２
１
年
1
月
30
日
、す
ぐ
に

は
収
束
し
そ
う
に
な
い
、こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の

あ
り
方
を
め
ぐ
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
し
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
基
本
と
し
て
全
国
各
地

か
ら
１
５
６
名（
う
ち
会
場
参
加
は
７

名
）。
予
想
を
超
え
る
人
数
と
な
り
ま

し
た
。

■

課
題
提
起

瀧
澤
利
行（
茨
城
大
学
教
授
）
さ

ん
か
ら
課
題
提
起
と
し
て
、
ま
ず

CO
V

ID
-19

に
対
峙
す
る
難
し
さ
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
潜
伏
期
間
が
比
較
的

長
く
、
不
顕
性
感
染（
無
症
状
も
し
く

は
自
覚
が
な
い
程
度
の
症
状
）の
率
が

比
較
的
高
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。
そ

し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る「
多
様
性
」が
感
染
拡

大
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
、
活
動
上
の
留
意
点
を
提
示
。

ま
た
、正
常
性
バ
イ
ア
ス
*1
や
認
知
的

不
協
和
*2
に
よ
る
認
識
の
歪
み
を
指
摘

す
る
一
方
、リ
ス
ク
を
恐
れ
て
活
動
を

停
止
す
る
の
で
は
な
く
、正
し
く
状
況

判
断
を
す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

■

報
告

関
口
宏
聡（
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を

支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
）さ
ん
か
ら

は
、「
資
金
」に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
と
し
て
活
動
の
自

粛
・
中
止
・
延
期
、
団
体
の
休
止
・
解
散

等
を
、プ
ラ
ス
面
と
し
て
市
民
活
動
へ

の
関
心
の
高
ま
り
や
支
援
の
広
が
り
等

を
挙
げ
ま
し
た
。
資
金
面
で
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
政
策
提
言
に
よ
る
政
府
・
自
治

体
の
支
援
策
実
現
、市
民
・
企
業
・
助
成

財
団
に
よ
る
支
援
の
迅
速
化
、増
加
を

挙
げ
、な
か
で
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
寄
付
は
大
幅
な
増
額
と
な

り
、日
本
の
寄
付
文
化
が
こ
れ
を
機
に

変
わ
る
可
能
性
を
示
唆
し
ま
す
。

■

活
動
現
場
か
ら
の
提
起

ま
ず
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
か

ら
は
、大
学
生
が
登
壇
し
、学
生
の
現

況
を
語
り
ま
し
た
。「
授
業
は
オ
ン
ラ

イ
ン
な
の
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
こ
と

に
葛
藤
が
あ
る
」「
家
族
を
ス
ト
レ
ス
の

は
け
口
に
し
て
し
ま
う
」「
Ｇ
ｏ  

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
推
進
さ
れ
て
、
学

生
は
な
ぜ
学
校
へ
行
け
な
い
の
か
」と

い
っ
た
声
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
退
学
を
考
え
た
こ
と
の
あ
る
学

生
は
、32
％
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
民
支
援
協
会

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
難
民
の
状
況
と
し

て
、失
業
や
時
短
・
シ
フ
ト
減
、支
援
者

の
失
業
、モ
ス
ク
や
教
会
の
閉
鎖
な
ど

で
困
窮
状
態
が
深
ま
っ
て
お
り
、そ
れ

に
対
し
て
の
同
法
人
や
他
団
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ

ト
か
ら
は
、昨
年
の
活
動
休
止
中
や
再

開
後
の
工
夫
・
配
慮
の
ほ
か
、市
民
・
団

体
・
企
業
な
ど
の
協
力
を
得
て
、せ
た

が
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
が
立
ち
上

が
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
さ
ん
の
い
え
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
か
ら
は
、

「
自
粛
期
間
に
新
た
な
こ
と
を
試
す
機

会
が
生
ま
れ
た
」「『
と
じ
る
』こ
と
で

必
要
と
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
存
在

を
再
認
識
で
き
た
」「『
で
き
な
い
』こ

と
よ
り
も『
で
き
る
』こ
と
を
、と
話
し

合
っ
た
」と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

※
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
、岡
さ
ん

の
い
え
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、本
誌

３
６
９
・
３
６
７
号
特
集
記
事（
左
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
く
だ
さ
い
。

最
後
に
東
京
都
生
活
文
化
局
よ
り
、

「
新
し
い
日
常
」に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
特

設
サ
イ
ト「
ど
こ
で
も
共
助
」や
、コ
ロ

ナ
禍
で
の
在
住
外
国
人
の
支
援
を
目
的

と
し
た「
東
京
都
外
国
人
新
型
コ
ロ
ナ

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）」、

２
０
２
０
年
10
月
に
立
ち
上
げ
た「
東

京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団
」の
紹
介
が

あ
り
、き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
き
た

い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

「
1
人
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
、な
っ

て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、一

つ
ひ
と
つ
・
一
人
ひ
と
り
は
小
さ
く
て

も
、手
を
携
え
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」と
い
う
挨
拶
で
、シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

＊
１ 

環
境
を
変
え
た
く
な
い
と
い
う
意
識

か
ら
︑起
き
て
い
る
状
況
を
正
常
性

の
延
長
の
範
囲
と
と
ら
え
よ
う
と
す

る
こ
と
︒
た
と
え
ば
︑﹁
た
だ
の
風
邪

と
同
じ
程
度
﹂﹁
多
く
は
無
症
状
感
染

者
﹂と
い
う
意
識
︒

＊
２ 

認
識
が
矛
盾
し
た
際
の
不
快
さ
を

解
消
す
る
た
め
に
︑都
合
の
い
い
情

報
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
こ
と
︒
た

と
え
ば
︑﹁
喫
煙
し
て
も
肺
が
ん
に

な
ら
な
い
人
も
い
る
﹂﹁
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
連
死
の
方
が

COVID- 19

の
感
染
死
亡
者
よ
り
多

い
﹂な
ど
︑部
分
的
に
は
真
実
の
情

報
を
状
況
全
体
に
通
用
す
る
事
実
と

し
て
認
識
し
よ
う
と
す
る
こ
と
︒

が
り
づ
く
り
に
つ
い
て
、質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
現
場
か
ら
提
起
し
た
パ
ネ

ラ
ー
か
ら
は「
感
染
拡
大
に
気
を
つ
け

て
野
外
活
動
を
し
て
い
る
」「
動
画
や
冊

子
な
ど
カ
タ
チ
あ
る
も
の
を
つ
く
り
、

次
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」「
も
と
も
と

学
生
主
体
の
活
動
に
現
在
も
来
て
く
れ

て
い
て
、学
生
た
ち
の
居
場
所
に
な
っ

て
い
る
」と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、難
民
支
援
協
会
の
石
川
え

り
さ
ん
か
ら
は
、日
本
で
働
く
若
い
ベ

ト
ナ
ム
人
と
交
流
を
深
め
て
い
る「
日

越
と
も
い
き
協
会
青
年
部
」の
事
例
が

挙
が
り
ま
し
た
。

次
に
、
居
場
所
に
つ
い
て
、
中
野
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
草
野
由
佳
さ
ん
か

ら
、同
社
協
で
サ
ロ
ン
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
出
し
た
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
再
開
し
て
い
る
サ
ロ
ン
で

は
、も
と
も
と
の
つ
な
が
り
は
保
て
て

い
る
が
、新
し
い
人
の
参
加
が
な
い
と

い
う
新
た
な
課
題
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
都
市
環
境
研
究
所
の

津
賀
高
幸
さ
ん
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
災

害
支
援
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
２
年
7
月
豪
雨
の
際
、県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
活
動
し
た
一
方

で
、東
日
本
大
震
災
の
広
域
避
難
者
同

士
の
交
流
が
減
っ
て
お
り
、時
間
を
か

け
て
つ
な
が
り
を
回
復
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
﹂

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ま
ず
、孤
立
化
す
る
学
生
た
ち
の
つ
な

■ パネルディスカッションの内容と登壇者　※敬称略

開会 渡戸一郎（TVAC 運営委員会委員長）

課題提起 ボランティア・市民活動と感染症予防　瀧澤利行（茨城大学教育学部教授）

報告 活動団体へのコロナ禍の影響と対応 この間の調査・取り組みから（TVAC）
 活動団体への資金支援等と今後の資金の状況は︖ 

関口宏聡（認定 NPO 法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会）

運営委員の活動現場からの提起
 学生の想いと活動は︖   長瀬健太郎（NPO 法人 good!）と学生

 難民支援の現場から   石川えり（認定 NPO 法人難民支援協会）

 子育て支援の現場から   松田妙子（NPO 法人せたがや子育てネット）

 地域の中の居場所から   小池良実（岡さんのいえ TOMO）

パネルディスカッション
 これからのボランティア・市民活動

まとめ 山崎美貴子（TVAC 所長）

閉会 江尻京子（TVAC 運営委員会副委員長）

総合司会 鹿住貴之（認定 NPO 法人 JUON（樹恩）NETWORK）

パネルディスカッション進行　枝見太朗（一般財団法人富士福祉事業団）
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もともとは、文字のなかった時代に、昔話や民話、神話、

歴史、方言、格言、家訓などの伝承や伝説を、朝廷につか

え語り伝えることを職業としていた人のことをいう。転

じて現代では、先人の知恵や教え、風化させてはいけな

い体験などを、広めたり後世に遺すために語り伝える人

のことをいう。事例として、戦争や災害などの被害に遭っ

た人びとが語り部ボランティアとして、現場や学校など

で自らの体験を話すという活動が行われている。

女性の参政権や財産権を求めるフランス革命後の運動に

始まり、時代ごとに性差別撤廃と女性の権利を求めてき

た多様な運動の総称。日本では1886年の日本キリスト教

矯風会設立に遡るともされ、70年代以降は世界の流れに

沿って思想的にも大きな進展を見せた。が、00年代以降

反発する動きもあり、図書館から関連書籍が撤去された

り学校での性教育が後退することもあったこと、2020年

現在ジェンダーギャップ指数は153か国中121位と、イス

ラーム諸国等に近い水準であることはおさえておきたい。

■ フェミニズム

外国人や外国にルーツをもつ人に日本語を教えるボラン

ティアのこと。日本語ボランティアが開く日本語教室は、

進学希望でなくても通える、期間の定めがない、授業料

が無料・低額など、日本語を学びやすい場となっている。

日本語ボランティアとして活動するための資格や条件は

特にないが、日常会話など、ある程度の語学力は求めら

れることが多い。日本語を学ぶだけでなく、日本の文化

や慣習を伝える機会にもなっている。

■ 日本語ボランティア

2021年版2021年版

もともとは、文字のなかった時代に、昔話や民話、神話、

歴史、方言、格言、家訓などの伝承や伝説を、朝廷につか

え語り伝えることを職業としていた人のことをいう。転

じて現代では、先人の知恵や教え、風化させてはいけな

い体験などを、広めたり後世に遺すために語り伝える人

のことをいう。事例として、戦争や災害などの被害に遭っ

た人びとが語り部ボランティアとして、現場や学校など

で自らの体験を話すという活動が行われている。

■ 語り部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
周
辺
で
、よ
く
聞
く
け
れ
ど
、

い
ま
ひ
と
つ
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？  

編
集
部
が
３
つ
の
言
葉
を
選
ん
で
、

独
自
の
視
点
を
交
え
な
が
ら
解
説
！ その2
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正
直
に
申
し
上
げ
る
。
私
は
妖
怪
が

好
き
だ
。

　

不
惑
を
過
ぎ
て
も「
河
童
の
ミ
イ
ラ
」

や
「
座
敷
わ
ら
し
が
い
る
宿
」
が
登
場

す
る
番
組
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
う
言
う

と
「
怖
い
の
が
好
き
？
」
と
聞
か
れ
る

が
、
幽
霊
の
類
は
大
の
苦
手
だ
。
お
化

け
屋
敷
は
９
割
方
、
薄
目
で
や
り
過
ご

す
。
人
の
怨
念
・
思
念
が
実
体
化
（
？
）

し
た
幽
霊
と
、
も
の
や
動
物
や
自
然
の

化
身
で
あ
る
妖
怪
は
、
私
に
と
っ
て
、

ま
っ
た
く
の
別
物
な
の
だ
。

　

富
士
の
麓
町
で
育
っ
た
祖
母
の
話
に

は
、
た
く
さ
ん
の
妖
怪
が
登
場
し
た
。

な
か
で
も
幼
い
頃
に
「
か
ま
い
た
ち
」

に
あ
っ
た
話
が
、
ち
ょ
っ
と
不
気
味
で

大
好
き
だ
っ
た
。
ひ
と
り
歩
く
冬
の
夜

道
、
強
い
風
が
吹
き
、
突
然
パ
カ
ッ
と

痛
み
も
な
く
腕
に
深
い
傷
が
開
い
た

が
、
ま
っ
た
く
血
が
出
な
か
っ
た
そ
う

だ
。
実
際
、
祖
母
の
腕
に
は
白
い
不
思

議
な
傷
あ
と
が
あ
っ
た
。

　

古
来
よ
り
人
は
、
様
々
な
現
象
に
妖

（
あ
や
か
し
）
が
関
係
し
て
い
る
と
考

え
て
き
た
。
身
近
な
不
思
議
は
、
人
な

ら
ざ
る
も
の
が
起
こ
し
て
い
る
。
寝
床

に
は
い
る
と
天
井
の
シ
ミ
が
人
の
顔
に

見
え
る
、
こ
れ
は
「
天
井
な
め
」
が
舐

め
た
跡
だ
。
朝
起
き
て
枕
が
足
元
に
移

動
し
て
い
る
の
は
妖
怪
ま
く
ら
が
え
し

の
仕
業
、
家
や
家
具
か
ら
ピ
シ
パ
シ
と

「「妖妖
あやかしあやかし

」とともに生きる」とともに生きる

vol.17

音
が
す
る
の
は
家
鳴
（
や
な
り
）
と
い

う
小
鬼
の
い
た
ず
ら
…
と
い
う
具
合

だ
。
ち
な
み
に
家
鳴
現
象
は
、
西
洋
で

は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
と
言
わ
れ
て
し

ま
う
ら
し
い
。
そ
う
な
る
と
な
ん
と
な

く
、
情
緒
に
欠
け
る
。
自
然
の
様
々
も

妖
が
引
き
起
こ
す
。
晴
れ
て
い
る
の
に

パ
ラ
パ
ラ
と
雨
が
降
る
の
は
狐
の
嫁
入

り
行
列
が
通
っ
て
い
る
か
ら
だ
し
、
や

ま
び
こ
も
実
は
向
か
い
側
か
ら
妖
怪
や

ま
び
こ
が
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
と
呼
び
返
し

て
く
れ
て
い
る
の
だ
。

　

天
変
地
異
や
災
害
に
も
妖
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
た
。
木
曽
川
の
流
域
に

は
、
激
し
い
雨
の
夜
に
川
の
上
流
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
「
や
ろ
か
、
や
ろ
か
」

の
声
に
「
よ
こ
せ
、
よ
こ
せ
」
と
答
え

る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
川
が
増
水
し
、

村
を
飲
み
込
む
「
ヤ
ロ
カ
水
」
の
伝
承

が
あ
る
。
近
年
は
、
そ
の
土
地
に
伝
わ

る
妖
怪
の
話
を
防
災
に
活
か
そ
う
と
い

う
研
究
も
あ
る
ら
し
い
。

　

妖
の
中
に
は
、
神
と
呼
ば
れ
る
も
の

も
い
る
。
古
く
な
っ
た
道
具
た
ち
に
魂

が
宿
る
と
付
喪
神
と
な
る
。
一
つ
目
一

本
足
の
唐
傘
小
僧
、
鬼
太
郎
で
お
馴
染

み
の
一
反
も
め
ん
な
ど
が
有
名
だ
。
そ

し
て
年
老
い
た
動
物
も
妖
と
な
る
。
人

を
化
か
す
狸
や
狐
だ
け
で
な
く
、猫
又
、

蟹
坊
主
、
大
蜘
蛛
、
旧
鼠
、
意
外
な
と

こ
ろ
で
サ
ザ
エ
も
「
鬼
」
に
な
る
。
河

童
や
天
狗
な
ど
全
国
に
生
息
す
る
妖
も

い
れ
ば
、
沖
縄
の
キ
ジ
ム
ナ
ー
な
ど
特

定
の
地
域
に
だ
け
棲
み
つ
く
も
の
も
い

る
。都
会
の
街
灯
の
暗
が
り
に
も
い
る
。

『
身
近
な
妖
怪
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
川
村

易
）
で
は
「
水
辺
に
棲
む
淡
水
妖
怪
・

固
有
種
」「
路
上
立
ち
ふ
さ
が
り
妖
怪
・

人
間
依
存
型
」
な
ど
、
彼
ら
の
特
徴
別

に
分
類
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
。

　

さ
て
、
妖
怪
の
魅
力
は
何
か
。
そ
れ

は
「
人
間
く
さ
い
と
こ
ろ
」
に
尽
き
る

の
で
は
な
い
か
。
妖
怪
に
は
住
処
が
あ

り
、
食
べ
て
、
寝
て
、
仕
事
を
し
て
、

時
に
人
と
交
流
し
て
、
生
き
て
い
る
。

喜
び
も
悲
し
み
も
、
悪
戯
心
も
、
怒
り

も
あ
る
。
人
か
ら
見
れ
ば
災
い
や
幸
い

で
あ
る
こ
と
も
、
妖
の
側
か
ら
す
る
と

理
由
が
あ
っ
て
な
し
て
い
る
こ
と
な
の

だ
。
妖
に
は
裏
表
が
な
く
、
む
し
ろ
人

が
妖
を
騙
し
た
り
利
用
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
。『
童
の
神
』（
今
村
翔
吾
）

に
あ
る
よ
う
に
、
裏
切
ら
れ
、
傷
つ
け

ら
れ
、
排
除
さ
れ
て
も
な
お
人
を
愛
し

続
け
た
の
に
「
禍
を
も
た
ら
す
妖
」
と

仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
も
の
た
ち
も
多

い
。
だ
か
ら
多
く
の
妖
は
人
を
信
頼
で

き
ず
、
な
か
な
か
私
た
ち
の
前
に
姿
を

見
せ
て
く
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
訳
で
、
私
は
妖
怪
に
信
頼
さ
れ

る
人
間
に
な
り
た
い
の
で
あ
る
。

�

（
森�

玲
子
）

『童の神』今村翔吾／ハルキ文庫／文庫判・
451P ／ ISBN 978-4-758-44342-5 ／
800 円（税別）

＊当センタースタッフによる本のコラム
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東京ボランティア ・ 市民活動センター
 (TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

利用　　＊ご利用人数はホームページでご確認ください。
────────────────────────────────────────────

会議室	 会議室A・B	（各40人）・	C	（15人）	無料	
																		※会議室AB通し	（80人）
貸出機材	 印刷機	（2台）紙持ち込み、点字プリンター	他
申込み	 ４ヶ月前から電話で受付	（03-3235-1171）

情報提供
────────────────────────────────────────────

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム	
ページでご覧いただけます。		http://www.tvac.or.jp/

開所時間　　＊ホームページでご確認ください。
────────────────────────────────────────────

火曜日～土曜日：	9時～21時／日曜日：	9時～17時
（月・祝祭日・年末年始除く）

交通アクセス
────────────────────────────────────────────

JR、地下鉄	（東西線・有楽町線・南北線・大江戸線	出口B2b）
飯田橋駅下車

【次回予告】2021年3月下旬発行予定
 特集   “ 食 ”とボランティア・
　　市民活動（仮題）

　発行人　山崎美貴子

　編集委員　五十嵐美奈	（興望館）
　　　　　　上杉貴雅	（オレンジフラッグ）
　　　　　　江尻京子	（東京・多摩リサイクル市民連邦）
　　　　　　齋藤啓子	（武蔵野美術大学	造形学部教授）
　　　　　　社会学ゼミ	（TDU－雫穿大学）
　　　　　　中原美香	（NPOリスク・マネジメント・オフィス）
　　　　　　まつばらけい	（フリーライター）
　　　　　　渡戸一郎	（明星大学名誉教授	）

                          は、

ボランティア・市民活動を広げ、

応援する情報誌です！

編集・発行：	東京ボランティア・市民活動センター
				〒162-0823	東京都新宿区神楽河岸1-1	
				セントラルプラザ10階		
					TEL:	03-3235-1171		FAX:	03-3235-0050		
					E-mail:	nw@tvac.or.jp
…………………………………………………………
印刷：	㈱丸井工文社
デザイン：	東京ボランティア・市民活動センター／㈱丸井工文社
表紙イラスト：	フローラル信子
…………………………………………………………
2021年１月20日発行	（通巻No.370）	
ISBN	978-4-909393-25-8	C2036
371円＋税		
本誌掲載記事の無断複製・転載を禁じます。
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読者 の声  ～本誌369号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
特
集
：〝
生
き
る
”
を
さ
さ
え
あ
う

・
最
首
悟
さ
ん
の
寄
稿
を
非
常
に
深
く
受
け

止
め
ま
し
た
。
今
の
日
本
で
は
「
支
援
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
も
成
果
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
な
風
潮
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
た
だ
い
る
、
そ
ば
に
い
る
」
と

い
う
形
に
な
ら
な
い
支
援
の
あ
り
か
た
も

あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
各
団
体
の
工
夫
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
大
変
な
の
は
自
分

だ
け
じ
ゃ
な
い
」「
み
ん
な
我
慢
し
て
い

る
」
と
相
談
を
た
め
ら
う
状
況
、
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
で
も
辛
い
の
は
辛
い
し
、
そ

れ
は
人
と
比
べ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

こ
う
い
う
時
こ
そ
声
を
あ
げ
て
い
い
ん
だ

よ
ー
！ 

と
い
う
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

◇
あ
す
マ
ネ
：�

�

オ
ン
ラ
イ
ン
時
代
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

・「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
が
広
が
る
今
、
配
信
側

が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
・
法
的
な
こ
と

が
多
々
あ
る
こ
と
が
（
私
の
よ
う
な
ネ
ッ

ト
音
痴
で
も
）、
理
解
し
や
す
い
内
容
・

文
章
の
記
事
で
、興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

・
慣
れ
な
い
人
や
団
体
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
今
、
非
常

に
ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。

◇
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日
：�
�

�

世
田
谷
す
み
れ
ば
ネ
ッ
ト

・
素
敵
な
場
所
に
人
び
と
が
集
い
、
新
た
な

交
流
や
活
動
が
生
ま
れ
、
地
域
へ
の
愛
着

も
深
ま
る
と
い
う
、
理
想
的
な
活
動
だ
と

思
い
ま
す
。

・
直
接
的
に
誰
か
を
助
け
る
と
い
う
以
外
に

こ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
る
ん
だ
な

と
新
鮮
で
し
た
。

◇
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
い
う
力
：�

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ゅ
わ
え
も
ん

・ 

手
話
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
ネ
ッ

ト
の
ラ
イ
ブ
番
組
）「
し
ゅ
わ
え
も
ん
ナ

イ
ト
」
を
観
て
み
た
い
で
す
。

・
コ
ロ
ナ
で
「
会
え
な
い
」
と
い
う
課
題
が

あ
る
な
か
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
ト

ラ
イ
で
新
た
な
可
能
性
を
つ
く
る
力
は
す

ご
い
と
思
い
ま
す
。

◇
い
い
も
の�

み
ぃ
～
つ
け
た
！
：�

�

明
日
の
自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士
の
会

・
社
会
科
を
担
当
す
る
教
員
と
し
て
、
こ
の

か
る
た
を
授
業
で
活
用
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

・
商
品
の
特
徴
が
わ
か
る
写
真
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
ん
で
い
る
写
真
…
「
い
い
も
の
」

が
さ
ら
に
光
り
ま
す
ね
。

25かくし
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　知的障害を持つ利用者の皆さんが、色々な作業に
取り組んでいます。仕事を通して働く意欲を育て、
生活支援や余暇活動を通して仲間と共に生きる喜び
や自立に向けて支援を行っています。日中活動では
受注作業の他、自主製品を製作しています。利用者
さんの個性を活かした物づくりができるよう心がけ
ています。
　レジンアクセサリーは、創作活動でできた利用者
さんの素敵な絵をより広く他の人たちに知っていた
だきたいという思いで商品にしました。杉並いずみ
第二では、様々な手工芸品を作っています。手織り
や刺し子など様々あり、フェルト商品が大人気です。
おせんべいは９種類の味があり、１袋100円の食べ
きりサイズです。フェルトストラップは１個200円
～、ビーズストラップは１個250円～で他にもたく
さんの仲間がいますよ。

Vol.
29

1 ��作業所で手焼きをして
います。全部で９種類
の味があります。

2 �利用者さんの絵をレジ
ンで加工し、アクセサ
リーにしました。

3 �かわいい動物たちの
ビーズストラップです。

4 �ビールとお野菜たちで
す。他にもたくさんあ
りますよ。

〒 168-0063 東京都杉並区和泉 4-44-4
03-5377-2121　 03-3313-3430
Suginami-izumi1@fuga.ocn.ne.jp
http://www.suginamiizumi.net

11

22

33 44

（表 3）」

手焼きのおせんべいと、
手作りアクセサリー

特定非営利活動法人　杉並いずみ

26 ネットワーク  2021/2
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表 4

東京都社
会福祉協

議会
社会福祉
法　　人

保険期間
令和3年4

月1日～令
和4年3月

31日

◎福祉等に
従事する非

営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる団体は…

（１）　保健・医療または福祉の増進を図る活動 

（２）　社会教育の推進を図る活動

（３）　学術・文化・芸術またはスポーツの振興を図る活動

（４）　子どもの健全育成を図る活動

（５）　まちづくりの推進を図る活動

（６）　災害救援活動

（７）　人権の擁護または平和の推進を図る活動

（８）　国際協力の活動

（９）　男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

（１０）その他、福祉団体や団体同士の親睦活動等

※当日参加対応型の場合、上記の活動のうち行事区分aに

該当するもの

傷害補償…行事参加者全員

（主催者、スタッフを含む）

※行事参加者個人の賠償責任補償では

　ありません

賠償責任補償…主催団体
この保険の

対象となる
行事とは…

被保険者（
補償の対

象者）

重 要

※営利企業（株式会社・有限会社等）が実施主体である行事は補償の対象外としていますが、

　営利企業が非営利で行う社会貢献活動に限り補償対象とします。

令和3年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加
対応型）と

は

この保険は
参加者全員

（主催

者、スタッ
フ等を含む

）を報告

する制度と
なっており

ます。

参加者全
員を特定

できない

行事はこ
の制度の

対象とは

なりません
。

名簿の作
成

行事保険
行事保険（当日参加対応型）

名簿の提
出

名簿の項
目

申込時には参加者全員の名簿を作成ください

（事故発生時に参加者全員を確認いたします）

宿泊行事の場合は申込時に窓口に提出ください

申込時に提出は不要です

氏名のみで可

氏名・住所・電話番号
1日行事の場合は申込時に提出義務はありません

当日、参加者全員の名簿を作成ください

（事故発生時に参加者全員を確認いたします）

この保険は、社会福祉法人 東京都社会福祉協議会が保険契約者となり、東京都社会福祉協議会および登録された上記団体が主催する行事を手配する包括契約です。

国内にお
いて、福祉

活動やボラ
ンティア活

動などを目
的として、

または、市
民活動の

一環として
、非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参加者が偶然な事故でケガをした場合の傷害補償

②行事主催者が行事参加者など他人の身体や財物に損害を与え、行事主催者が法律上の賠償責任を負った場

合の賠償責任補償

の２つの補償がセットになった保険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は、
下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時
点で名簿の

備付が不可
能であるが

、当日であ
れば名簿（

氏名のみ）
の備付が可

能な行事に
対応できま

す。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行
事保険」の

1日行事区
分「a行事

」の範囲の
行事となり

ます。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人

数が確定
している必

要はありま
せんが、予

定されて
いる定員

数でお申
込みくださ

い。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には

、参加者全
員分の名

簿が必要
となります

。

行事保険

行事保険（
当日参加

対応型）
のご案内

＜名簿取
扱につい

て＞

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした
②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を
　与えたことにより、損害賠償問題が生じた

①、②の場合を補償する保険です。

東京都社会福祉協議会
社会福祉
法　　人

団体構成員の相互扶助や親睦を主目的とする活動は、この保険におけるボランティア活動には該当せず、この

保険の対象外となります。（詳細は1ページの「対象となるボランティア活動」をご確認ください。）

令和3年4月1日0時から　令和4年3月31日24時までの1年間
※中途加入の方：加入手続完了日の翌日0時から令和4年3月31日まで

有限会社  東京福祉企画（東京都社会福祉協議会指定保険代理店）
〒162-0825　東京都新宿区神楽坂１－２　研究社英語センタービル３階　TEL03-3268-0910　FAX03-3268-8832

ホームページアドレス　http://www.tokyo-fk.com/幹事会社
引受保険会社

ボランティア保険とは

補償内容など保険の内容に関するお問い合わせ先
取扱代理店

三井住友海上火災保険株式会社  公務第一部  東京公務室
〒101-8011  東京都千代田区神田駿河台3－11－1　TEL03-3259-7593　FAX03-3259-7581

ボランティア保険のご案内

令和3年度版

○ボランティア保険は東京都社会福祉協議会が保険契約者となり、引受保険会社と契約する保険です。

ボランティア個人またはボランティア団体は加入申込者となり、ボランティア個人が記名被保険者（保険契約により補償を受けられる方）となる制度です。

○このパンフレットはボランティア活動保険の概要をご説明したものです。ご加入の内容は、保険の種類に応じた普通保険約款および特約によって定まります。

詳細は普通保険約款および特約をご確認ください。ご不明な点については、取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

●普通保険約款・特約が必要な場合は、取扱代理店または引受保険会社までお申し出ください。

もしも、ボランティア活動中にけがをしたら...
けがをさせたり、物を壊したら

◆他にも、さまざまな保険をご用意しています◆
＊役員賠償責任保険および役員災害補償保険
＊社会福祉施設損害保険　＊介護事業者総合保険
＊労災上乗せ保険　＊在宅福祉サービス総合保険
＊社会貢献型後見人に関わる損害保険
＊サイバープロテクター（情報漏えい保険） 　　他

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店

有限会社
東京福祉企画

東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル３階

〒162-0825

URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険および行事保険の加入について…
東京都内の各区市町村のボランティアセンターまたは
東京都社会福祉協議会窓口で手続きができます。

そんなときのための
備えとして...
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